
Tattvasam. grahaおよび Tattvasam. grahapañjikā
第 21章「三時の考察 (Traikālyaparı̄ks.ā)」
校訂テキストと和訳 (kk. 1785–1808)

志賀浄邦

I.　はじめに

本稿の目的は，シャーンタラクシタ (ca. 725–788)による Tattvasam. graha (以下 TSと略)と
カマラシーラ (ca. 740–795) による注釈 Tattvasam. grahapañjikā (以下 TSP と略) 第 21 章「三
時の考察 (Traikālyaparı̄ks.ā)」のテキスト前半部 (kk. 1785–1808)を批判的に校訂し，注解を伴
う新たな翻訳を提示することである(1)。
まず，TSおよび TSP同章の研究史を概観しておきたい。1938年に Stanisław Schayer氏に

よって英訳 (=Schayer[1938])が，また 1964年には，菅沼晃氏によって和訳 (=菅沼 [1964])が
発表された。ただしこの段階では Swami Dwarikadas Shastri氏による刊本 (=S)は未だ出版さ
れていないため，両者が参照したのは Embar Krishnamacharya氏による刊本 (=K)のみという
ことになる。その後 1974年に佐々木現順氏による和訳 (=佐々木 [1974])が，また 1979年に
は太田心海氏によって TS部分のみの和訳 (＝太田 [1979])が発表された(2)。
しかしながらこれらの研究には，⑴ジャイサルメール写本 (=J)(3)を参照していないこと，

(1) 本研究は，科学研究費・基盤 (A)「インド哲学諸派の＜存在＞をめぐる議論の解明 (課題番号: 23242004)」(通
称：ダルシャナ科研)による共同研究プロジェクトの一環として，2013年 3月，2014年 3月，2014年 8月の
三回に渡って龍谷大学において開催された集中研究会の成果の一部である。研究会を主催して下さった桂紹隆
氏 (龍谷大学)をはじめ，研究会に参加していただいた方全員にこの場を借りて心より御礼申し上げたい。特に，
秋本勝氏 (京都女子大学)，片岡啓氏 (九州大学)，護山真也氏 (信州大学)，藤井隆道氏 (京都女子大学),酒井真道
氏 (関西大学)の各氏からは，集中研究会の際に多くの有益なご意見をいただいた。ここに記して深く感謝の意
を表したい。

(2) その他，TS/TSP「三時の考察」章を直接的・間接的に扱った論文等の中で同テキストの部分的な訳がなされて
いる場合があるが，それらについては該当する箇所に付した訳注の中で言及することとしたい。

(3) TSおよび TSPのジャイサルメール写本およびパータン写本 (=Pā)については，松岡寛子氏より，鮮明に撮影
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⑵他の著作，特にヴァスバンドウによる Abhidharmakośabhās. ya (以下 AKBh と略) とスティ
ラマティ (ca. 510–570) によるその注釈書 Abhidharmakośabhās. yat. ı̄kā Tattvārthā nāma (以下
AKBhT.と略)に見られる平行・関連箇所の網羅的な指摘や，それらとの字句レベルでの厳密な
比較・対照が行われていないこと，⑶アビダルマおよび仏教論理学・認識論に関する近年の研
究成果が十分に反映されていないこと，などの問題があるため，テキスト校訂を含むこれまで
の研究を見直し，全面的に補足・修正する必要がある。またこれは TSおよび TSP全体に言え
ることでもあるが，二つの校訂本 (K, S) が採用する読みに問題がないわけではない。本稿で
は，AKBh等他の著作に見られる平行・関連箇所との比較・対照を容易にするため，また従来
の読み (K, S, Schayer[1938],菅沼 [1964])と主に J写本にもとづく批判的校訂によって得られ
た読みの異同状況を示すために，和訳に加え校訂テキストも提示することとする。

TS および TSP「三時の考察」章中，今回訳出する箇所 (kk. 1785–1808) は，シノプシス
にも示した通り，主に説一切有部の四大論師によって主張された「三世実有論」(TSP ad

TS 1785–1786)とその 6つの論拠 (TS 1787–1789)，また同理論を支える作用 (kāritra)説 (TS

1790–1792) とそれに対する経量部の立場からの批判 (TS 1793–1808) などの内容から構成さ
れている。AKBhには登場することのない説一切有部の論師サンガバドラ (衆賢，5世紀頃(4))

の見解が大きく取り上げられ，やはり経量部の立場から批判が加えられるのも，TS/TSP「三
時の考察」章の特徴の一つである。
本章における主な批判対象であるこの三世実有論とは，「ある存在要素 (dharma) の本性あ

るいは本体 (svabhāva, dravya)(5)は，その存在要素の状態や性質が変化するとしても，過去・
現在・未来の三世 (adhvan)にわたって実在する」という理論であるが，説一切有部によると，
三世は作用の有無によって区分されると考えられた。すなわち，「作用 [があるとき]に存在す
るものが，＜現在のもの＞と呼ばれる。作用を失ったものは＜過去のもの＞ [と呼ばれ]，そ
れ (=作用) を [未だ] 獲得していないものが＜未来のもの＞ [と呼ばれる](6)」ということであ
る。同理論は，歴史的には『阿毘達磨識身足論』(Taisho 1539, vol. 26, 前 2 世紀頃) や『阿
毘達磨大毘婆沙論』(Taisho 1545, vol. 27, 2–3 世紀頃) 等にも遡る古い説であり，AKBh や
Abhidharmadı̄pavibhās. āprabhāvr

˚
tti(以下 ADVと略)等にも伝承された。

ヴァスバンドウ (ca. 400–480(7))は，AKBh第 5章「随眠品 (Anuśayanirdeśa)」において説一

された画像データを提供いただいた。ここに記して心より感謝の意を表したい。
(4) サンガバドラの年代については，Frauwallner[1973: 97f.]を参照のこと。
(5) 三世実有論の文脈で現れる svabhāvaという用語の訳語としては，「本質」「固有の性質」「それ自身の性質」「自
性」「本体」「自体」等様々なものが考えられるが，本稿では Cox[1995: 139]による訳 (intrinsic nature,本来的
な性質／固有の性質)および解説に従い，原則として「本性」という訳語を採用することとする。ただし，論者
の立場や文脈に応じて訳語を変えている場合もある。

(6) TS 1790cd–1791: kāritren. a vibhāgo ’yam adhvanām. yat prakalpyate //
kāritre vartate yo hi vartamānah. sa ucyate /
kāritrāt pracyuto ’tı̄tas tadaprāptas tv anāgatah. // (Cf. AKBh 297,11–13.)

(7) ヴァスバンドゥ，スティラマティ，シャーンタラクシタ，カマラシーラの年代は，Frauwallner[1961]に従った。
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切有部の四大論師による三世実有論とその論拠を紹介し，それらに対し経量部の立場から批判
を加えている。TS および TSP において前提とされているのはこの AKBh 等に見られる議論
であり，TSPと AKBhの間には多くの平行・関連箇所が存在する。それでは，そもそも AKBh

第 5章「随眠品」において，三世実有論はどのような文脈で登場するのであろうか。AKBhに
は以下のような記述がある。

一方，この過去のものや未来のものは，実体として存在するのか，あるいはしないのか。
もし [実体として]存在するなら，諸々の因果的存在は全ての時において存在する [こと
になる]ため，恒常であるということになる。あるいはもし [実体として]存在しないな
ら，いかにして [人は]，それ (＝過去・未来の随眠 [anuśaya])によって(8)それ (＝過去・
未来のもの)に繋ぎとめられたり，[そのようなものから]離れたりするのか。(9)

この問いは同書の直前の議論 (AKBh 294,4–295,5)を受けたものであるが，そこでは，ある人
がある対象に対して煩悩を起こす場合，過去・現在・未来の煩悩はそれぞれ三世のうちいずれ
の時に属する対象と結びついているのか(10)，といった問題が論じられている。例えば，過去の
ある時点で起こったある人の煩悩 (例えば貪・瞋・慢)が断たれることのないまま現在も継続し
ている場合，その人はその煩悩によって過去および現在の事物 (＝対象) に繋ぎとめられるこ
とになる(11)。また未来時に生起する煩悩は，その種類に応じて，未来の事物のみを対象とする
場合や三世全ての事物を対象とする場合があるという(12)。その場合，その人は未来の煩悩に
よって，未来時あるいは三世いずれかの事物に繋ぎとめられることになる。さらに，三世にお
いて起こる見・疑・無明といった煩悩は一般的な事柄を対象とするもの (sāmānyakleśa) であ

(8) 秋本・本庄 [1978: 86]，小谷・本庄 [2007: 111]のいずれも，ここでの tenaを「その過去・未来の随眠と [結び
つき／繋がれたり]」の意味で解しているが，AKVyに見られる，認識対象 (所縁)・随眠・人の三者の関係を例
えた比喩表現:「[人は]その事物に対して，それら貪り等 [の煩悩]によって繋ぎとめられている。あたかも牡牛
が綱で柱に [繋ぎとめられている]ように (AKVy 467,21f.: tasmin vastuni tai rāgādibhih. sam. yuktah. . dāmneva
balı̄vardah. klı̄lake.)」また AKBh当該箇所のチベット訳 (D239a3: de dang dam / des ldan pa ...)より，「過去・未
来の随眠によって」と理解した。

(9) AKBh 295,2–4: kim. punar idam atı̄tānāgatam. dravyato ’sty atha na. yady asti, sarvakālāstitvāt sam. skārān. ām.
śāśvatatvam. prāpnoti. atha nāsti, katham. tatra tena vā sam. yukto bhavati visam. yukto vā.
この箇所の訳については，秋本・本庄 [1978: 86],小谷・本庄 [2007: 111]も参照のこと。なお，この問いに対
する経量部 (ヴァスバンドゥ)の立場からの応答は，AKBh 301,8–10に現れる。秋本・本庄 [1978: 95]も参照
のこと。

(10) AKBh 294,4: yasya pudgalasya yo ’nuśayo yasminn ālambane ’nuśete, sa tena tasmin sam. prayuktah. . idam. tu
vaktavyam: atı̄tena kasmin yāvat pratyutpannena kasminn iti.
「ある人のある随眠が，ある認識対象に対して執着 (随増)する場合，その [人]はその [随眠]によって，その [認
識対象]に繋ぎとめられている。一方，[その人は]過去の [随眠]によって [三世のうち]いずれ [の時に属する
認識対象]に [繋ぎとめられるのか]，乃至，現在の [随眠]によってどの [認識対象]に [繋ぎとめられるの]か，
ということが述べられるべきである。」(小谷・本庄 [2007: 106]も参照のこと)

(11) AKBh 294,8–11 ad AK 5.23および小谷・本庄 [2007: 106]参照。
(12) AKBh 294,12–17 ad AK 4.24abおよび小谷・本庄 [2007: 106f.]参照。
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るため，それらの煩悩をもつ者は三世全ての事物に繋ぎとめられるという(13)。それ故，過去
あるいは未来時に起こる煩悩が三世いずれかに属する事物を対象としている以上，煩悩の対象
となる過去時あるいは未来時の事物もまた現在時のものと同様に実在するはずである。AKBh

において説一切有部によって主張される三世実有論は，以上のような考え方が出発点となって
いるといえる(14)。
一方 TSおよび TSPでは，AKBhにおいてなされている煩悩とその対象に関する議論は詳説

されていない。TSP「三時の考察」章は「『[事物が過去・現在・未来を通じてその本性を保った
まま]移り行くということはない (asam. krānti)』という [TS 6aの＜縁起＞という語に対する限
定要素]の妥当性を証明するために，[シャーンタラクシタは]『金が』云々と述べる」という一節
から開始されるが，この asam. krāntiという用語は，訳注にも示した通り TS 4 (TS序章)の中に
見られる(15)。TS序章の一連の偈の文言は仏教の中心的教理である「縁起 (pratı̄tyasamutpāda)」
を修飾する形で現れるが，その縁起の修飾語 (限定要素) が TS/TSP 各章の主題あるいはキー
ワードとなっている。つまり TSおよび TSPにおいて三世実有論は，asam. krāntiとはちょうど
反対の，「[事物が三世にわたってその本性を保ったまま]移り行く (sam. krānti)」という理論で
あると見なされ(16)，縁起説に反するドグマとして批判されるということになる。なお「三時の
考察」章冒頭の偈である TS 1785とそれに対する TSPの記述から，三世実有論がジャイナ教
徒あるいはミーマーンサー学派による存在論と類似したものであると考える者がいたことも窺
い知ることができる(17)。

TS/TSP「三時の考察」章が，AKBh「随眠品」に見られる三世実有論とそれに対する経量部
(ヴァスバンドゥ)の立場からの批判を前提として書かれていることは上述の通りであるが，そ
のため，AKBh の諸注釈書と TS および TSP の関係についても考慮しておく必要がある。結
論を先取りするなら，江島 [1986: 14] も夙に指摘している通り，少なくともカマラシーラは
スティラマティによる AKBhT.を参照・利用することにより TS(特に AKBhとの平行・関連箇
所)を注釈しようとした可能性が高い。TSと AKBhT.の関係については明確なことは言えない
ものの，カマラシーラが AKBhT.を参照・利用していたとすれば，シャーンタラクシタが同書
を知っていた可能性も十分考えられる。さらに TS/TSP「三時の考察」章のテキスト校訂と翻
訳の作業を通して，AKBhの諸注釈書 (AKBhT. , AKVy)，『阿毘達磨順正理論』, ADV, TS/TSP

等のテキスト間の関係を探ることも本稿の目的の一つとしたい。

(13) AKBh 294,20–295,2 ad AK 5.24cdおよび小谷・本庄 [2007: 107]参照。
(14) 秋本・本庄 [1978: 84–86]も参照のこと。
(15) TS 4: asam. krāntim anādyantam. pratibimbādisam. nibham /

sarvaprapañcasam. dohanirmuktam agatam. paraih. //
(16) TSP 17,14では，sarvāstivādaが sam. krāntivādinと言い換えられている。Schayer[1938: 29, n.1]も参照のこと。
(17) 詳細については，志賀 [2015: 166–170]を参照のこと。
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II.　翻訳にあたって

(a)和訳・訳注の中で使用する一般的記号・略号

[...] 訳・解釈を補足する際に使用
(...) 言い換えや対応する原語を表示する際に使用
＜...＞ 術語の明示や特定の語句の強調の際に使用
下線 校訂テキスト中に現れる人物名，学派名，著作名・章名等に付す。
add. added in

Ce citatum ex alio (別のテキストからの明示的引用。Ce を含む引用関係を示す記
号: Ce’, Ce’e, Reの詳細な説明については，Steinkellner et al.[2005: lii–liv]を
参照のこと)

Ce’ citatum ex alio usus secundarı̄ (二次的に使用される，別のテキストからの引用)

Ce’e citatum ex alio usus secundarı̄ modo edendi (差異を伴って二次的に使用される，
別のテキストからの引用)

cf. confer

D チベット大蔵経 sDe dge版
em. emended

J TS および TSP の Jaisalmer 写本 (本写本についての詳細は，塚本他 [1990:

450f.], Funayama[1992: 51, n.26]を参照のこと)

k. kārikā

K E. Krishnamacharyaによる TSおよび TSPの校訂本
n.e. no equivalent in

om. omitted in

P チベット大蔵経北京版
Pā TSおよび TSPの Pāt.an. a(Pattan)写本 (本写本についての詳細は，塚本他 [1990:

450f.]を参照のこと)

Re relatum ex alio (先行する別のテキストから伝えられた内容)

S S. D. Shastri氏による TSおよび TSPの校訂本
Schayer Schayer[1938]における Schayer氏の読み
Suganuma 菅沼 [1964]における菅沼氏の読み
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Skt. Sanskrit

T チベット語訳
Taisho 大正新脩大蔵経

(b)テキスト校訂および訳出の際の基本方針

• 太字は，TS本文と TSP中の pratı̄kaを示す。
• TSの偈番号と本文・脚注において TSPを言及する際のページ数・行数の表示は，便宜
上 Sに従う。(18)

• テキスト校訂・訳出順序については，原則として TS の偈の間に対応する TSP を挿入
する形，すなわち K および Schayer[1938] のスタイルに従うが，必要に応じて修正を
施す。
• Schayer 氏の採用する読みあるいは解釈との異同がある場合，脚注においてそれを示
す。(19)

(c)今回訳出する箇所の各資料の位置

• TS 1785–1808

– (Skt.) J90b3–91b5; Pā33a14–b11; K503,21–510,6 (kk. 1786–1809); S613,7–621,7

(kk. 1785–1808)

– (Tib.) D4266, vol. 18, ze 65a7–66a5; P5764, vol. 138, ’e 79a3–80a2

• TSP ad TS 1785-1808

– (Skt.) J191b6–194a2; Pā146b12–148b12; K503,20–510,14; S613,20–622,14

– (Tib.) D4267, vol. 19, ’e 80b1–85a3; P5765, vol. 139, ye 115a5–120a4

(d) TS/TSP第 21章「三時の考察」(kk. 1785–1808)シノプシス

1. 三世実有論とその論拠 (TS 1785–1789)
1.1. 総論・他学派説との類似性の指摘 (TS 1785)

(18) Kと Sで偈の通し番号が異なるのは，TS 526をカウントしているかどうかに起因している。Kは，写本には存
在しない TS 526 を TSP によって本来は存在していたと仮定し，TS 526 を通し番号としてカウントする。一
方，新たな写本を確認した Sは，これを誤りと考え通し番号としてはカウントしない。なお，Kが TS 526が本
来は存在したという根拠とする TSPの “atha vā bhāva ityādi”という記述は実際には TS 525cに対応するため，
TS 526が存在したとする根拠としては弱い。また，チベット訳を含め TS 526に対応すると思われる TSPも存
在しないため，現在までのところ Sの偈番号の方を正しいと考えるのが妥当である。Steinkellner–Much[1995:
56]も参照のこと。

(19) その他，TSおよび TSPの校訂・翻訳の際の方法論については Funayama[1992: 50-52]も参照のこと。
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1.2. 四大論師の主張の紹介 (TSP 614,7–615,7 ad TS 1786)

1.2.1. ダルマトラータ説 (bhāvānyathāvādin,様態のちがいを主張する者)

1.2.2. ゴーシャカ説 (laks.an. ānyathāvādin,特徴のちがいを主張する者)

1.2.3. ヴァスミトラ説 (avasthānyathāvādin,境位のちがいを主張する者)

1.2.4. ブッダデーヴァ説 (anyathānyathikavādin,関係性によるちがいを主張する者)

1.3. 四大論師の各主張に対する総論的批判 (TSP 615,8–23 ad TS 1786)

1.4. 三世実有論の 5つの論拠 (TS 1787–1789)

1.4.1. 理証 (1): 過去・未来の対象から生じる認識の存在にもとづく過去・未来世の存在証明
(TS 1787)

1.4.2. 経証 (1): 「認識は二つもの (=眼と色かたち等)に縁って生起する。」 (TS 1787)

1.4.3. 理証 (2): 過去の業から生じる結果の存在にもとづく過去世の存在証明 (TS 1788)

1.4.4. 理証 (3): ヨーガ行者の認識による過去・未来世の存在証明 (TS 1788)

1.4.5. 経証 (2): 「過去・未来の物質的存在等の全てを集めた後に＜色蘊＞と名づける。」 (TS

1789)

2. 説一切有部による作用説とそれに対する批判 (TS 1790–1819)
2.1. 説一切有部およびサンガバドラによる作用 (kāritra)の定義 (TS 1790–1792)

2.2. 作用と存在要素の関係について: 経量部の立場からの批判 (TS 1793–1800)

2.2.1. 作用が存在要素と異なる場合 (TS 1793–1797)

2.2.2. 作用が存在要素と異ならない場合 (TS 1798–1800)

2.3. 作用の第三の可能性に対する批判と作用の作用の否定 (TS 1801–1802)

2.4. 「存在要素の本性は作用によって区別される」という主張とそれに対する批判 (TS

1803–1805)

2.5. 作用と存在要素の本性の関係性についての批判 (TS 1806–1808)
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III. Critical Edition (TS 1785–1808)

(K503,20; S613,20; J191b6; Pā146b12; D80b1; P115a5) asam. krāntim (TS 4a’) ity asya

samarthanārtham āha: hemetyādi.

(Pā33a14; D65a7; P79a3)

hemānugamasāmye-*na(20) trikālānugato(21) nanu(22) / J90b4

avasthābhedavān bhāvah. kaiścid bauddhair apı̄s.yate // (TS 1785)

nāvasthānam. tu kasyacid (TS 1782d) ity atredam. codyam: nanu katham idam ucyate

nāvasthānam. tu kasyacid (TS 1782d) iti, yā-*vatā kaiścid dharmatrātaprabhr
˚
tibhir bauddhair J192a1

api kālatrayāvasthito(23) bhāva is.t.o ’vasthābhedād dhemānugamasādharmyen. a(24). (TSP ad TS

1785)

(K503,26; S614,7; Pā146b14; D80b2; P115a7) etad eva dvitı̄yena ślokena darśayati.

(Pā33a15; D65a7; P79a4)

avasthābhedabhāve ’pi yathā varn. am. (25) jahāti na(26) /

hemādhvasu(27) tathā bhāvo dravyatvam. na tyajaty ayam // (TS 1786)

tatra bhāvānyathāvādı̄ bhadantadharmatrātah. . sa kilāha: dharmasyādhvasu vartamānasya

bhāvānyathātvam eva kevalam, na tu dravyasyeti. yathā suvarn. adravyasya kat.akakeyūra-

kun. d. alādy(28)-abhidhānanimittasya gun. asyānyathātvam. na varn. asya(29),(a) tathā dharmasyān-

āgatā-*dibhāvād anyathātvam(30). tathā hy anāgatabhāvaparityāgena vartamānabhāvam. prati- J192a2

(20) hemānugamasāmyena J : hemānugamasāmānye S : hemno ’nugamasāmyena K
(21) dus gnyis rjes ’gro ma yin no T for trikālānugato
(22) trikālānugato nanu JS : sthiratvam. manyate tadā K : sthiratvam. manyate tadā trikālānugato nanu Pā
(23) kālatrayāvasthito JKS : kalatrayāvasthito Pā
(24) gser brtan pa ’ga’ yang yod pa ma yin te / rjes su ’gro ba dang chos mtshungs pas dngos po dus gsum du gnas par

’dod de T for hemānugamasādharmyen. a
(25) varn. am. J, Suganuma (kha dog T) : varn. yam. KS, Pā
(26) na KS : nah. J, Pā
(27) dus gsum du T for adhvasu
(28) -kun. d. alādy- KS, Pā : -kūn. d. alādy- J
(29) varn. asya em. (kha dog ni T, cf. AKBh 296,11: na varn. ānyathātvam; 296,12: na varn. am) : suvarn. asya JKS, Pā

(a) Cf. YBh 127,1–4: dharmasya dharmin. i vartamānasyaivādhvasv atı̄tānāgatavartamānes.u bhāvānyathātvam. bha-
vati, na tu dravyānyathātvam. yathā suvarn. abhājanasya bhittvānyathākriyamān. asya bhāvānyathātvam. bhavati, na
suvarn. ānyathātvam iti.
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padyate dharmah. (31), vartamānabhāvaparityāgena cātı̄tabhāvam, na tu dravyānyathātvam. ,(a) sar-

vatra dravyasyāvyabhicārāt. anyathānya evānāgato(32) ’nyo vartamāno ’nyo ’tı̄ta iti prasajyate.

kah. punar bhāvas tenes.t.ah. (33). gun. aviśes.ah. , yato ’tı̄tādyabhidhānajñānapravr
˚
ttih. .(b)

(K504,13; S614,15; Pā146b17; D80b6; P115b4) laks.an. ānyathāvādı̄(34) bhadantaghos.akah. .

sa kilāha: dharmo * ’dhvasu vartamāno ’tı̄to ’tı̄talaks.an. ayukto ’nāgatapratyutpannābhyām.J192a3

laks.an. ābhyām aviyuktah. (c), yathā purus.a ekasyām. striyām. raktah. śes.āsv aviraktah. , evam anāgata-

pratyutpannāv api vācyau(35).(d) asya hy atı̄tādilaks.an. avr
˚
ttilābhāpeks.o vyavahāra(e) iti pūrvakād

bhedah. .

(30) chos skye ba ma ’ongs pa la sogs pa’i dngos po gzhan du ’gyur ba nyid yin te T for dharmasyānāgatādibhāvād
anyathātvam

(31) chos rnams T for dharmah.
(32) evānāgato JS : evānāgate K, Pā
(33) tenes.t.ah. JKS : tenos.t.o Pā
(34) -pravr

˚
ttih. . laks.an. ānyathāvādı̄ JKS : -pravr

˚
ttilaks.an. ānyathāvādı̄ Pā

(35) vācyau Pā, S : vācye K

(a) Ce’e AKBh 296,9–14: bhāvānyathiko bhadantadharmatrātah. . sa kilāha: dharmasyādhvasu pravartamānasya
bhāvānyathātvam. bhavati, na dravyānyathātvam. yathā suvarn. abhājanasya bhittvānyathā kriyamān. asya sam. -
sthānānyathātvam. bhavati, na varn. ānyathātvam. yathā ca ks.ı̄ram. dadhitvena parin. amad rasavı̄ryavipākān parityajati
na varn. am. evam. dharmo ’py anāgatād adhvanah. pratyutpannam adhvānam āgacchann anāgatabhāvam. jahāti, na
dravyabhāvam. evam. pratyutpannād atı̄tam adhvānam. gacchan pratyutpannabhāvam. jahāti, na dravyabhāvam iti.
Cf. also ADV 259,10–14: bhāvānyathiko bhadantadharmatrātah. . sa hy evam āha: dharmasyādhvasu pra-
vartamānasyānāgatādibhāvamātram anyathā bhavati, na dravyānyathātvam. yathā suvarn. asya kat.akādisam. -
sthānāntaren. a kriyamān. asya pūrvasam. sthānanāśe, na suvarn. anāśah. . ks. ı̄rasya vā dadhitvena parin. amato yathā rasa-
vı̄ryavipākaparityāgo na varn. asyeti.

(b) Cf. AKBhT. D136a2f.; P271b2–4; 秋本 [1993: 58,9–12]: dngos po dus rnams su ’jug pa ni rang bzhin ’khrul pa
med pa’i phyir ro // gzhan du gzhan nyid du ste / ma ’ongs pa las gzhan da ltar byung ba la sogs pa dang ’das pa
zhes bya bar de thal bar ’gyur ro // yang ma ’ongs pa la sogs pa’i dngos po ’di ci zhig ce na / gang las ’das pa dang
ma ’ongs pa dang da ltar byung ba’i shes pa dang brjod pa ’jug pa’i yon tan kyi khyad par ro //

(c) Cf. YBh 125,7: na cānāgatavartamānābhyām. laks.an. ābhyām. viyuktam.
(d) Ce’e AKBh 296,15–18: laks.an. ānyathiko bhadantaghos.akah. . sa kilāha: dharmo ’dhvasu pravartamāno ’tı̄to

’tı̄talaks.an. ayukto ’nāgatapratyutpannābhyām. laks.an. ābhyām aviyuktah. . anāgato ’nāgatalaks.an. ayukto ’tı̄tapraty-
utpannābhyām aviyuktah. . evam. pratyutpanno ’py atı̄tānagatābhyām aviyuktah. . tadyathā purus.a ekasyām. striyām.
raktah. śes.āsv avirakta iti.
Cf. also ADV 259,17–260,1: laks.an. ānyathiko bhadantaghos.aka iha paśyaty atı̄to dharmo ’tı̄talaks.an. ena yukto
’nāgatapratyutpannalaks.an. ābhyām aviyuktah. , evam anāgatapratyutpannāv api. yathā purus.ah. ekasyām. striyām.
rakto ’nyāsv aviraktah. .
Cf. also YBh 128,3–8: laks.an. aparin. āmo dharmo ’dhvasu vartamāno ’tı̄to ’tı̄talaks.an. ayukto ’nāgata-
vartamānābhyām. laks.an. ābhyām aviyuktah. . tathānāgato ’nāgatalaks.an. ayukto vartamānātı̄tābhyām. laks.an. ābhyām
aviyuktah. . tathā vartamāno vartamānalaks.an. ayukto ’tı̄tānāgatābhyām. laks.an. ābhyām aviyukta iti. yathā purus.a
ekasyām. striyām. rakto na śes.āsu virakto bhavatı̄ti.

(e) Cf. AKBhT. D136a5; P271b6; 秋本 [1993: 58,18]: mtshan nyid gzhan du ’gyur ba ni mtshan nyid ’jug pa la thob
pa la bltos nas tha snyad ’dogs te /
Cf. also SA 469,25: laks.an. ānyathikasya laks.an. avr

˚
ttilābhāpeks.o vyavahārah. .
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(K504,17; S614,19; Pā147a2; D81a1; P115b6) avasthānyathāvādı̄ bhadantavasumitrah. .

sa kilāha: dharmo ’dhvasu vartamāno ’vasthām avasthām. prāpyānyo ’nyo nirdiśya-*te J192a4

’vasthāntaratah. , na dravyatah. , dravyasya tris.v api kāles.v abhinnatvāt(a). yathā mr
˚
dgud. ikā ekāṅke

praks.iptā ekam ity ucyate, śatāṅke śatam. , sahasrāṅke sahasram,(b) tathā kāritre ’vasthito bhāvo

vartamānah. , tatah. pracyuto ’tı̄tas tadaprāpto ’nāgata iti. asya vyavasthāpeks.ayā(36) vyavahārah. ,

yathā mr
˚
dgud. ikāyām(37), na hi tasyāh. (38) svabhāvānyathātvam. bhavati, kim. tarhi, sthānaviśes.a-

sambandhāt * sam. khyābhidyotakam. sam. jñāntaram(39) utpadyate.(c) J192a5

(K504,23; S615,3; Pā147a6; D81a4; P116a2) anyathānyathiko bhadantabuddhadevah. (40), sa

kilāha: dharmo ’dhvasu(41) vartamānah. pūrvāparam apeks.yānyo’ nya ucyata iti. yathaikā strı̄

mātā cocyate duhitā ceti.(d) asya pūrvāparāpeks.o vyavahārah. .(e) yasya pūrvam evāsti nāparah. so

’nāgatah. , yasya pūrvam asti aparam. ca sa vartamānah. , yasyāparam eva na pūrvam. so ’tı̄ta(f) ity ete

(36) ’di yang gnas skabs la ltos nas T for asya vyavasthāpeks.ayā
(37) -gud. ikāyām JKS : -gudikāyām Pā
(38) tasyāh. JKS : tasyā Pā
(39) sam. jñāntaram JKS : sam. jñātaram Pā
(40) bhadantabuddhadevah. Pā, S (btsun pa sangs rgyas lha T) : buddhadevah. K
(41) dus gsum T for adhvasu

(a) Cf. AKBhT. D136b1; P272a3;秋本 [1993: 59,5f.]: rdzas ni dus gsum char du yang tha [mi][mi om. AKBhT. ] dad
pa’i phyir ro //

(b) Ce’e AKBh 296,19–21: avasthānyathiko bhadantavasumitrah. . sa kilāha: dharmo ’dhvasu pravartamāno ’vasthām
avasthām. prāpyānyo ’nyo nirdiśyate ’vasthāntarato, na dravyāntaratah. . yathaikā vartikaikāṅke niks.iptaikam ity
ucyate śatāṅke śatam. sahasrāṅke sahasram iti.
Cf. also ADV 260,3–6: avasthānyathiko bhadantavasumitrah. . sa khalv āha: dharmo ’dhvasu pravartamāno
’vasthām avasthām. prāpyānyathānyathāstı̄ti nirdiśyate. avasthāntaraviśes.avikārāt svabhāvāparityāgāc ca. yathā
niks.epavartikaikāṅkavinyastaikety ucyate, saiva śatāṅke śatam. sahasrāṅke sahasram iti.
Cf. also YBh 130,1–4: dharmās ... tām. tām avasthām. prāpnuvanto ’nyatvena pratinirdiśyante, avasthāntaratah. , na
dravyāntaratah. . yathaikā rekhā śatasthāne śatam. daśasthāne daśaikā caikasthāne.

(c) Cf. AKBhT. D136b3f.; P272a5f.;秋本 [1993: 59,9f.]: de rang bzhin gzhan du ’gyur ba ni ma yin gyi / ’o na ci zhe
na / gnas kyi khyad par dang ’brel pa las grans ston par byed pa’i ming gzhan du ’byung ngo //
Cf. also AKVy 470,11–13: na punas tasyāh. svabhāvānyathātvam, kim. tarhi, sthānāntaraviśes.āt
sam. khyābhidyotakam. sam. jñāntaram utpadyate.

(d) Ce’e AKBh 297,1–3: anyathānyathiko bhadantabuddhadevah. . sa kilāha: dharmo ’dhvasu pravartamānah.
pūrvāparam apeks.yānyo ’nya ucyate, nāvasthāntarato, na dravyāntaratah. . yathaikā strı̄ mātā cocyate duhitā
ceti[vocyate duhitā veti Pradhan].
Cf. also ADV 260,7–10: anyathānyathiko bhadantabuddhadevah. . sa brūte: dharmo ’dhvasu pravar-
tamānah. pūrvāparam apeks.ya[aveks.ya Jaini] anyathā cānyathā cocyate. naivāsya bhāvānyathātvam. bhavati
dravyānyathātvam. vā. yathaikā strı̄ pūrvāparam apeks.ya mātā cocyate duhitā ca.
Cf. also YBh 130,4–5: yathā caikatve ’pi strı̄ mātā cocyate duhitā ca svasā ceti.

(e) Cf. AKBhT. D136b5; P272a8;秋本 [1993: 60,1]: ’di ni snga ma dang phyi ma la bltos nas tha snyad brjod do //
AKVy 470,16–17: pūrvāparāpeks.o ’nyathānyathikasya vyavahārah. .

(f) Cf. AKBhT. D136b5f.; P272a8–272b1;秋本 [1993: 60,1–3]: gang la snga ma kho na yod kyi / phyi ma med pa de
ni ma ’ongs pa yin la / gang la phyi ma kho na yod kyi snga ma med pa de ni ’das pa yin zhing / gang la snga ma
dang phyi ma yod pa de ni da ltar ba yin no //
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catvārah. sarvāsti-*vādā(42)(a) bhāvalaks.an. āvasthānyathānyathikasam. jñitāh. (43)(b).J192a6

(K504,27; S615,8; Pā147a8; D81a7; P116a5) tatra prathamah. parin. āma(44)-vāditvāt

sām. khyamatān na bhidyate.(c) yas tasya pratis.edhah. so ’syāpi dras.t.avyah. .(d) tathā hi

pūrvasvabhāvāparityāgena vā parin. āmo bhavet parityāgena vā. yady aparityāgena, tadādhva-

sam. kara(45)-prasaṅgah. . atha parityāgena, tadā sadāstitvavirodhah. .(e)

(K505,3; S615,12; Pā147a9; D81b1; P116a7) dvitı̄yasyāpi vādino ’dhvasam. kara(46) eva, sar-

vasya sarva-*laks.an. ayogāt.(f) purus.as(47) tv arthāntarabhūtarāgasamudācārād rakta ucyate ’vi-J192a7

raktaś(48) ca samanvāgamamātren. a,(g) na tu dharmasya laks.an. asamudācāro laks.an. asamanvāgamo

vā prāptilaks.an.o(49) ’sti, anyatvaprasaṅgāl laks.an. asya prāptivad iti na sāmyam. (h) dr
˚
s.t.āntasya(50)

dārs.t.āntikena(51)(52).(i)

tr
˚
tı̄yasya kāritren. ādhva(53)-vyavastheti(54) tasya(55) vistaren. a dūs.an. am. vaks.yate.

(42) sarvāstivādā Pā, S : sarve ’stivādā K
(43) ... gzhan te / gzhan la sogs pa’i ming can T for -anyathānyathikasam. jñitāh.
(44) prathamah. parin. āma- JKS : prathamaparin. āma- Pā
(45) -sam. kara- JKS : śam. kara- Pā
(46) ’dhvasam. kara J, Suganuma (’dus ’tshol bar ’gyur te T) : adhvaśam. kara Pā : ’yam. sam. kara KS
(47) purus.as K, Pā : rus.as S
(48) ma chags pa T for ’viraktaś
(49) thob pa’i mtshan nyid kyi ldan pa T for laks.an. asamanvāgamo [vā] prāptilaks.an. ah.
(50) dr

˚
s.t.āntasya n.e. T

(51) dārs.t.āntikena JS : dārs.t.yāntikena K, Pā
(52) dpe las byung ba’i don dang T for dārs.t.āntikena
(53) -adhva- n.e. T
(54) adhvavyavastheti K (dus rnam par gzhag pa T) : adhvasvavastheti JS, Pā
(55) tasya n.e. T

(a) Ce’ AKBh 297,3: ete catvārāh. sarvāstivādāh. .
(b) Ce’e AK 5.26ab (=AKBh 296,8): bhāvalaks.an. āvasthānyathānyathikasam. jñitāh. .
(c) Cf. AKBh 297,4: es.ām. tu prathamah. parin. āmavāditvāt sām. khyapaks.e niks.eptavyah. .
(d) Cf. AKBhT. D137a2–3: de’i dgag pa gang yan pa de ni ’di’i yang yin no zhes bstan pa yin la /

AKVy 470,20: yah. sam. khyapaks.e pratis.edhah. , sa eva tatpaks.asya pratis.edhah. .
(e) Cf. AKBhT. D137a4–5: [btsun pa dgyig bshes kyi phyogs las yang] gal te snga ma’i chos kyi gnas skabs btang nas

phyi ma’i gnas skabs sgrub pa ’di yang yongs su ’gyur bar smra ba las tha dad pa ma yin no // ’on te snga ma’i gnas
skabs yongs su btang bde ltan yang gnas skabs ’chol ’chol bas dus ’chol bar thal bar ’gyur ro //

(f) Cf. YBh 128,9–129,1: sarvasya sarvalaks.an. ayogād adhvasam. karah. prāpnotı̄ti parair dos.aś codyata iti.
(g) Cf. AKBh 297,4–6: dvitı̄yasyādhvasam. karah. prāpnoti. sarvasya sarvalaks.an. ayogāt. purus.asya tu kasyām. cit

striyām. rāgah. samudācarati, kasyām. cit kevalam. samanvāgamah. .
(h) Cf. AKBh 297,6: ... iti kim atra sāmyam.
(i) Cf. AKBhT. D137a7–b2, P273a3–6,秋本 [1993: 61,5–11]: ci ste thob pa’i ’jug pa ldan par brjod na / cig shos dang

cig shos mi ldan pa zhes bya ba’i don mtshungs pa nyid med do // de la kha cig la mtshan nyid cung zad kun tu
spyod pa don gzhan du gyur pa med pas de ga la ldan te / cig shos la mi ldan no // ... skyes bu bud med kyi gong
du gzhan la ’dod chags kun tu ’byung zhing shas che ba ni bud med la chags pa zhes bya la / ldan pa’i sgo nas ni
’dod chags dang ma bral ba zhes bya na / chos la ni mtshan nyid kun tu ’byung ba ’am mtshan nyid dang mi ldan
pa med de / chos rnams kyi mtshan nyid dag ni dus rnams su ’khrul pa med pa’i phyir ro //
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caturthasyāpy ekasmi-*nn evādhvani trayo ’dhvānah. prāpnuvanti. tathā hy atı̄te ’dhvani pūrva- J192a8

paścimau ks.an. āv atı̄tānāgatau madhyamah. ks.an. ah. pratyutpanna(a) ity es.ā dūs.an. adig(56) es.ām.
spas.t.ā(57).

(K505,9; S615,20; Pā147a13; D81b4; P116b2) tr
˚
tı̄yam evārabhya bhūyas traikālya-

parı̄ks.ārabhyate. hemadr
˚
s.t.āntena tu siddhāntopaks.epamātram. kr

˚
tam, na tu dharmatrātadarśanam

evābhimatam. tathā ca vaks.yati: * J192b1

kāritren. a vibhāgo ’yam adhvanām. yat prakalpyate(58) /(b) (TS 1790cd)

iti. na ca(59) dharmatrātasya kāritren. ādhvavyavasthā, kim. tarhi, vasumitrasya. (TSP ad TS 1786)

(Pā33a15; D65b1; P97a4)

atı̄-*tājātayor jñānam anyathāvis.ayam. bhavet(c) / J90b5

dvayāśrayam. ca vijñānam. tāyinā kathitam. katham // (TS 1787)
karmātı̄tam. ca nih. sattvam. katham. phaladam is.yate /
atı̄tānāgate jñānam. (60) vibhaktam. yoginām. * ca kim(61) // (TS 1788) J90b6

na dravyāpohavis.ayā atı̄tānāgatās tatah. /
adhvasam. graharūpādibhāvāder vartamānavat(62) // (TS 1789)

(K505,12; S615,24; Pā147a14; D81b6; P116b4) tatra yady atı̄tānāgatam. na syāt, abhūn

mahāsammato bhavis.yati śaṅkhaś cakravartı̄ty atı̄tājātayor vijñānam. nirālambanam eva syāt,

tataś ca vijñānam eva na syād ālambanābhāvād(d) iti bhāvah. . tathā hi prativastuvijñaptyātmakam.
vijñānam, asati ca jñeye na kim. cid anena jñeyam ity * avijñānam eva syāt.(e) J192b2

(56) sun ’byin pa’i lan T for dūs.an. adig
(57) gsal ba’i phyir T for spas.t.ā
(58) prakalpyate JKS : prakalpata Pā
(59) ’di ltar ... ma yin no T for na ca
(60) atı̄tānāgate jñānam. JK, Pā : atı̄tānāgatam. jñānam. S (cf. ’das dang ma ’ongs shes T)
(61) ’grub add. T
(62) -rūpādibhāvāder vartamānavat JS, Pā (cf. ... gzugs la sogs // dngos po la sogs da ltar bzhin T) : -rūpād vibhāvāder

vartamānavat K

(a) Ce’e AKBh 297,6–8: caturthasyapy ekasminn evādhvani trayo ’dhvānah. prāpnuvanti. atı̄te ’dhvani pūrvapaścimau
ks.an. āv atı̄tānāgatau madhyamah. ks.an. ah. pratyutpanna iti. evam anāgate ’pi.

(b) Cf. AKBh 297,11 (=AK 5.26cd): adhvānah. kāritren. a vyavasthitāh. .
(c) Cf. YBh 186,6–7: yadi caitat svarūpato nābhavis.yat, nirvis.ayam. jñānam udapatsyata.
(d) Cf. AKBh 295,18f.: sati vis.aye vijñānam. pravartate nāsati. yadi cātı̄tānāgatam. na syād, asadālam. banam. vijñānam.

syāt. tato vijñānam eva na syād ālambanābhāvāt.
(e) Cf. AKBhT. D135b3f.; P271a2f.;秋本 [1993: 57,12f.]: rnam par shes pa ni dngos po so sor rnam par rig pa yin na

rnam par shes par bya ba med na ni ’dis cung zad kyang rnam par mi shes pas des na rnam par shes pa nyid du yang
mi ’gyur ro //

2015 copyright Association for the Study of Indian Philosophy



170 インド学チベット学研究 19

(K505,16; S616,6; Pā147a16; D82a1; P116b6) kim. ca

dvayam. pratı̄tya vijñānam utpadyata(a)

iti bhagavatoktam:

katamad dvayam(63). caks.ū rūpān. i yāvan(64) mano dharmā(b)

iti. asati cātı̄tānāgate tadālambanam. vijñānam. dvayam. pratı̄tya na syād(c) ity āgamavirodhah. . api

cātı̄tam. karma phaladam. na syāt, yadi tan(65) nih. sattvam. sattāśūnyam. bhavet, phalotpattikāle

vipākahetor abhāvāt.(d) na cāsatah. kāryotpādanaśaktir asti, sarvasā-*marthyavirahalaks.an. atvādJ192b3

asattvasya.

kim. cāsı̄n māndhātā(66) brahmadattah. (67), bhavis.yati śaṅkhaś cakravartı̄(68) maitreyas(69)

tathāgata ityādinā vibhāgena(70) yoginām atı̄tādivis.ayam. vibhaktam. vijñānam. na syāt. na hy

asatām. vibhāgo ’sti. tasmād(71) atı̄tānāgatā bhāvāh. śrı̄hars.ādayo(72) na dravyapratis.edharūpāh. ,

adhvasam. gr
˚
hı̄tarūpāditvenopadis.t.atvād vartamānavat. uktam. hi bhagavatā:

a-*tı̄tam. ced bhiks.avo rūpam. nābhavis.yan na śrutavān āryaśrāvako ’tı̄te rūpe(73) ’napeks.oJ192b4

(63) katamad dvayam JKS : katamadvayam Pā
(64) yāvan JKS : yovan Pā
(65) tan n.e. T
(66) māndhātā JS, Pā (cf. rgyal po nga las nu T, Māndhātar Schayer 34, n.2) : māndhāno K
(67) brahmadattah. n.e. T
(68) ’khor los sgyur ba’i rgyal po dung T for śaṅkhaś cakravartı̄
(69) maitreyas JKS : maitraiyas Pā
(70) vibhāgena n.e. T
(71) tasmād JK, Pā (de lta bas na T, tatah. TS 1789b) : yasmād S
(72) rgyal po dga’ ba’i dpal la sogs pa T for śrı̄hars.ādayo
(73) ’tı̄te rūpe J : ’tı̄tarūpe KS, Pā

(a) Cee 『雑阿含経』 Taisho 99, vol. 2, 54a23f.: 有二因縁生識。(AKBh 295,14; 464,10f.; 467,2: dvayam. pratı̄tya
vijñānasyotpādah. [bhavati AKBh 464,11].)
Cf. Sam. yuttanikāya (PTS) IV 67, ADV 269,2.
See also秋本・本庄 [1978: 100f.], Honjo[1984: 78f.], Pāsādika[1986: 97].

(b) Ce 『雑阿含経』 Taisho 99, vol. 2, 54a24f.: 何等爲二。謂眼色耳聲鼻香舌味身觸意法。(AKBh 295,14–15.:
dvayam. katamat. caks.ū rūpān. i yāvat mano dharmāh. .)
Cf. Sam. yuttanikāya (PTS) IV 67-69, ADV 269,2–3.
See also秋本・本庄 [1978: 100f.], Honjo[1984: 78f.], Pāsādika[1986: 97].

(c) Ce’e AKBh 295,15: asati vātı̄tānāgate tadālambanam. vijñānam. dvayam. pratı̄tya na syāt.
(d) Cf. AKBh 295,21–296,1: yadi cātı̄tam. na syāt, śubhāśubhasya karman. ah phalam āyatyām. katham. syāt. na hi

phalotpattikāle vartamāno vipākahetur asti.
Cf. YBh 186,8–10: kim. ca bhogabhogı̄yasya vāpavargabhāgı̄yasya vā karman. ah. phalam utpitsu yadi nirupākhyam
iti taduddeśenatena nimittena kuśalānus.t.hānam. na yujyeta.
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’bhavis.yat. yasmāt tarhy asty atı̄tam. rūpam, tasmāc chrutavān āryaśrāvako ’tı̄te rūpe(74)

’napeks.o bhavati(a)

iti vistarah. . tathā:

yat kim. cid rūpam atı̄tam anāgatādi tat sarvam abhisam. ks.ipya rūpaskandha iti sam. khyām.
gacchati(b)

ityādi.

(K505,26; S616,20; Pā147b6; D82a7; P117a6) adhvanā sam. graho yes.ām. te ’dhvasam. grahā
rūpādayah. . ādiśabdena vedanādipari-*grahah. . tes.ām. bhāvo rūpāditvam. atrāpy ādiśabdena J192b5

duh. khasamudayānityānātmāditvenopadis.t.atvād iti gr
˚
hyate. (TSP ad TS 1787–1789)

(K506,3; S616,23; Pā147b6; D82b1; P117a7) athāpi syāt: ākāśavat sadāvasthitatvād atı̄tādi-

vyavasthā(75) tarhi katham ity āha: na caivam ityādi.

(Pā33a17; D65b2; P79a6)

na caivam iha mantavyam adhvabhedah. kuto nv ayam(76) /

kāritren. a vibhāgo ’yam a-*dhvanām. yat(77) prakalpyate(c) // (TS 1790) J91a1

kāritre vartate yo hi vartamānah. (78) sa ucyate /
kāritrāt pracyuto ’tı̄tas tadaprāptas tv anāgatah. // (TS 1791)
phalāks.epaś ca kāritram. dharmān. ām. janakam. na tu(d) /

(74) ’tı̄te rūpe Pā : ’tı̄tarūpe JKS
(75) atı̄tādivyavasthā KS : atı̄tāvyavasthā J
(76) rjes ’gro T for nv ayam
(77) dus rnams rtag par ’gyur T for ayam adhvanām.
(78) de ni de lta ba ru brjod T for vartamānah. sa ucyate

(a) Ce 『雑阿含経』 Taisho 99, vol.2, 20a14–21: 比丘。若無過去色者。多聞聖弟子。無不顧過去色。以有過去色
故。多聞聖弟子。不顧過去色。(AKBh 295,9f.: atı̄tam. ced bhiks.avo rūpam. nābhavis.yan, na śrutavān āryaśāvako
’tı̄te rūpe ’napeks.o ’bhavis.yat. yasmāt tarhy asty atı̄tam. rūpam. , tasmāc chrutavān āryaśrāvako ’tı̄te rūpe ’napeks.o
bhavati.)
Cf. Sam. yuttanikāya (PTS) III 19f., ADV 264,3–5; 265,1–6, Madhyamakavr

˚
tti 22.11.

See also秋本・本庄 [1978: 100], Honjo[1984: 78f.], Pāsādika[1986: 97].
(b) Ce’e『雑阿含経』 Taisho 99, vol.2, 13b15–17: 若所有諸色。若過去若未來若現在。若内若外。若麁若細。若好
若醜。若遠若近。彼一切總説色陰。 (AKBh 13,5f. ad AK 1.20ab: yat kim. cid rūpam atı̄tānāgatapratyutpannam
ādhyātmikabāhyam audārikam. vā sūks.mam. vā hı̄nam. vā pran. ı̄tam. vā yad vā dūre yad vā antike tat sarvam aikad-
hyam abhisam. ks.ipya rūpaskandha iti sam. khyām. gacchati.)

(c) Cf. AKBh 297,11 (=AK 5.26cd): adhvānah. kāritren. a vyavasthitāh. .
(d) Cf. 『阿毘達磨順正理論 (巻第五十二)』 Taisho 1562, vol. 29, 631c5-7: 諸法勢力總有二種。一名作用。二謂功
能。引果功能名爲作用。(See also菅沼 [1964: 86, n.(32)].)
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na vā-*ks.epo ’sty(79) atı̄tānām. nātah. kāritrasambhavah. // (TS 1792)J91a2

yatah. samprāptakāritro vartamāna ucyate, uparatakāritro ’tı̄tah. , aprāptakāritro ’nāgata(a)

ity adhvānah. kāritren. a vyavasthitāh. .(b)(c) kim. punar atra * kāritram abhipretam. yadiJ192b6

darśanādilaks.an. o vyāpārah. , yathā pañcānām. caks.urādı̄nām. darśanādikam(d), yataś caks.uh. paśyati

śrotram. śr
˚
n.oti ghrān. am jighrati jihvā svādayatı̄tyādi(e), vijñānasyāpi vijñātr

˚
tvam. (f) vijānātı̄ti

kr
˚
tvā, rūpādı̄nām indriyagocaratvam(g), evam. sati pratyutpannasya tatsabhāgasya caks.us.o

nidrādyavasthāyām. kāritrābhāvād vartamānatā na syāt.(h)

(K506,16, S617,12; Pā147b10; D82b4; P117b3) atha pha-*ladānagrahan. alaks.an. am. kāritram(i),J192b7

yathā caks.us.ah. (80) sahabhuvo(81) dharmā jātyādayah. purus.akāraphalam(82), anantarotpannam.
caks.urindriyam. purus.akāraphalam(83) adhipatiphalam. nis.yandaphalam. (84) ca, etatphalajananāt(85)

(79) vāks.epo ’sty S (vāks.epo sti J, Pā) : vāks.eposty K
(80) caks.us.ah. J, Pā (mig gi T) : caks.us.ā KS
(81) sahabhuvo J (cf. lhan cig ’byung ba rnams T) : sahabhavā KS : sahabhavo Pā
(82) purus.akāraphalam J (skyes bu byed pa’i ’bras bu yin T) : purus.ākāraphalam KS, Pā
(83) purus.akāraphalam KS, Pā : purus.ākāraphalam J
(84) rgyu mthun pa’i ’bras bu yin pa’i rang bzhin T for nis.yandaphalam.
(85) etatphalajananāt em. (cf. ’di ni ’bras bu skyed par byed pa’i phyir T) : etat phalam. jananāt JKS, Pā

(a) Cf. AKBh 297,12f.: yadā sa dharmah. kāritram. na karoti, tadānāgatah. . yadā karoti, tadā pratyutpannah. . yadā kr
˚
tvā

niruddhas, tadātı̄tah. .
YBh 130,7–9: yadā dharmah. svavyāpāram. na karoti, tadānāgatah. . yadā karoti tadā vartamānah. . yadā kr

˚
tvā nivr

˚
ttas

tadātı̄tah. .
YBh 186,5–6: bhavis.yadvyaktikam anāgatam, bhūtavyaktikam atı̄tam, vyāpāropārūd. ham. vartamānam.

(b) Ce’ AK 5.26c’d: adhvanāh. kāritren. a vyavasthitāh. .
(c) Cf.『阿毘達磨順正理論 (巻第五十二)』 Taisho 1562, vol. 29, 631b17-21: 約作用立三世有異。謂一切行作用未有
名爲未來。有作用時名爲現在。作用已滅名爲過去非體有殊。此作用名爲何所目。目有爲法引果功能。即餘性生
時能爲因性義。若能依此立世有殊。(See also菅沼 [1964: 86, n.(32)].)

(d) Cf. AKBhT. D137b2f.; P273a7;秋本 [1993: 61,15]: bya ba yang mig la sogs rnams kyi ni lta ba la sog s pa’o // and
AKVy 76,34–77,1: kātritram. caks.urādı̄nām. darśanādi; 471,7: kāritram. punah. caks.urādı̄nām. darśanādı̄nı̄ti. (See
also秋本 [1993: 61, n.159].)

(e) Cf. AKBh 31,15f. (Y. Ejima’s ed. 49,19f.): caks.uh. paśyati, śrotram. śr
˚
n. oti, ghrān. am. jighrati, jihvāsvādayati, kāyah.

spr
˚
śati, mano vijānātı̄ti.

(f) Cf. AKBhT. D137b3; P273a7f.; 秋本 [1993: 61,15f.]: rnam par shes pa’i ni rnam par shes pa’o // (See also 秋本
[1993: 61, n. 159].)
Cf. also AKVy 77,1: vijñānadhātūnām. vijñātr

˚
tvam. .

(g) Cf. AKBhT. D137b3; P273a8; 秋本 [1993: 61,16]: gzugs la sogs rnams kyis ni rang gi dbang po’i spyod yul nyid
do // and AKVy 471,7f.: rūpādı̄nām api svendriyagocaratvam. kāritram. (See also秋本 [1993: 61, n.159].)
Cf. also AKVy 77,1f.: vis.ayadhātūnām. tadvis.ayālambanabhāvah. .

(h) Cf. AKBh 297,15: yady evam. pratyutpannasya tatsabhāgasya caks.us.ah. kim. kāritram.
Cf. also AKBhT. D137b5f.; P273b2f.; 秋本 [1993: 62,3f.]: mig gi bya ba ni lta ba yin na / de yang de dang
mtshungs par byed pa ma yin pas de’i tshe da ltar ba yang ma ’ongs par ’gyur ba’i phyir ... and AKVy 471,9–11:
yad dhi kāritralaks.an. am. svakarma na karoti tat tatsabhāgah. . tasya ca nāsti kāritram. darśanalaks.an. am. katham. tat
pratyutpannam ...

(i) Cf. AKBh 297,16: phaladānapratigrahan. am.
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prayacchad(86) dhetubhāvāvasthānād gr
˚
hn. ac caks.ur vartamānam ucyata iti.(a)

(K506,19; S617,17; Pā147b12; D82b6; P117b5) evam. tarhy atı̄tānām(87) api sabhāga-

sarvatragavipākahetūnām. phaladānābhyupagamād vartamānatva-*prasaṅgah. .(b) atha samastam J192b8

eva phaladānagrahan. alaks.an. am. kāritram is.yate, evam apy(88) atı̄tasya sabhāgahetvāder ardha(89)-

vartamānatvaprasaṅga(c) ity etaddos.a(90)-bhayād ācāryasam. ghabhadra(91) āha:

dharmān. ām. kāritram ucyate phalāks.epaśaktih. , na tu phalajananam, na cātı̄tānām.
sabhāgahetvādı̄nām. phalāks.epo ’sti, vartamānāvasthāyām evāks.iptatvāt. na

cāks.iptasyāks.epo * yukto ’navasthāprasaṅgāt. tasmād atı̄tānām. na(92) kāritrasambhava J193a1

iti nāsti laks.an. asam. kara(93)(d)(e)

(86) prayacchad JKS : prayacchatu Pā
(87) ’das pa dang ma ’ongs pa rnams T for atı̄tānām
(88) evam apy J (de lta na yang T) : evam KS, Pā
(89) ardha- n.e. T
(90) etaddos.a- n.e. T
(91) -sam. ghabhadra em. (Frauwallner[1973: 107], cf. ’dus bzang T) : -sam. hatabhadra JS, Pā : -sahantabhadra K
(92) na JS, Pā (srid pa ma yin pa’i phyir T) : sa K
(93) -sam. kara JKS : -śam. kara Pā

(a) Ce’e AKBhT. D137b7–138a1; P273b5f.; 秋本 [1993: 62,7–10]: lhan cig ’byung ba’i chos rnams ni de’i skyes bu
byed pa’i ’bras bu yin la / de ma thag tu ’byung ba’i mig gi dbang po ni skyes bu byed pa’i ’bras bu dang / rgyu
mthun pa’i ’bras bu yin no // ’bras bu de yang ’byin pa dang / ’dzin pa na da ltar ba zhes bya’o //
Cf. AKVy 471,11–15: tac caks.uh. svanis.yandaphalam. parigr

˚
hn. āty āks.ipati. phalam. ca dadāti nis.yandaphalam

ananyat tu phalam. karotı̄ti. tasya phaladānaparigrahasadbhāvāt tat pratyutpannam iti vyavasthāpyate.
Cf. also『阿毘達磨順正理論 (巻第五十二)』 Taisho 1562, vol. 29, 631c32-5: 若約作用立三世別。彼同分攝眼等諸
根。現在前時有何作用。若謂彼能取果與果。是則過去同類因等。既能與果應有作用。有半作用世相應雜。(See
also菅沼 [1964: 86, n.(36)].)

(b) Cf. AKBhT. D138a1; P273b6–8; 秋本 [1993: 62,10–13]: ’o na ni skal ba mnyam pa’i rgyu la sogs pa (AKBh
297,16) zhes bya ba ni / skal ba mnyam pa dang / kun tu ’gro ba dang / rnam par smin pa’i rgyu rnams so // ’bras
bu ’byin pa’i phyir (AKBh 297,16) dang zhes bya ba la rgyu mthun[’thun P] pa dang / gal te bya ba so so[sor P]
bar ’dod na bya ba yod par thal bar ’gyur la / de’i phyir ’das pa yang da ltar ba nyid du thal bar ’gyur ro //

(c) Cf. AKBhT. D138a2; P274b8; 秋本 [1993: 63,1f.]: gal te ’bras bu ’byin pa dang ’dzin pa mtha’ dag bya bar ’dod
na / de lta na bya ba yang snga ma bzhin du snga ma nyid du ’gyur ro //
Cf. also AKBh 297,16f.: atı̄tānām api tarhi sabhāgahetvādı̄nām. phaladānāt kāritraprasaṅgo ’rdhakāritrasya vā.

(d) Cf. AKBh 297,17: ... iti laks.an. asam. karah. .
(e) Cf. 『阿毘達磨順正理論 (巻第五十二)』 Taisho 1562, vol. 29, 631c5–17: 諸法勢力總有二種。一名作用。二謂功
能。引果功能名爲作用。非唯作用總攝功能。亦有功能異於作用。且闇中眼見色功能爲闇所違非違作用。謂有闇
障違見功能。故眼闇中不能見色。引果作用非闇所違。故眼闇中亦能引果。無現在位作用有闕。現在唯依作用立
故。諸作用滅不至無爲。於餘性生能爲因性。此非作用但是功能。唯現在時能引果故。無爲不能引自果故。唯引
自果名作用故。由此經主所擧釋中。與果功能亦是作用。良由未善對法所宗。以過去因雖能與果無作用故世相無
雜。(See also菅沼 [1964: 86, n.(39)],秋本 [1993: 63, n.191].)
Cf. also AKBhT. D138a2–5; P273b8–274a4;秋本 [1993: 63,2–9]: slob dpon ’dus bzang na re / dngos po rnams kyi
bya ba’i ’bras bu ’phen pa’i nus pa ni ’bras bu ’byin pa ma yin pas mtshan nyid ’chol ba med do zhes zer ro // nus
pa ’ba’ zhig bya ba nyid ma yin te / ’o na ci zhe na / de las tha dad pa’i nus pa yang yod do // de bzhin du mun[min
D] pa la mig gi lta ba’i nus pa[mig las tha dad pa’i nus pa D] ’joms pa’i bya ba ni ma yin pas // gang yang ’gags pa
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iti. (TSP ad TS 1790–1792)

(K506,26; S617,24; Pā147b15; D83a2; P118a1) tair ityādinā pratividhatte.

(Pā33b2; D65b4; P78a8)

taih. kāritram idam. dharmād anyat tadrūpam eva vā /
abhyupeyam. yad anyāsti gatih. kācin na vāstavı̄ // (TS 1793)
anyatve vartamānānām. (94) prāg ūrdhvam. * vāsvabhāvatā /J91a3

hetutvasam. skr
˚
tatvādeh. kāritrasyeva gamyatām // (TS 1794)

anyathā nityatāsaktih. (95) svabhāvāvasthiteh. sadā /
naitadrūpātiriktam. hi vidyate nityalaks.an. am // (TS 1795)

tat kāritram. dharmād anyad vā syād, ananyad veti tair abhyupagantavyam, anyānanyayor

anyonyaparihārasthitalaks.an. atvāt(a). ekanis.edhasyāparavidhināntarı̄yakatvāt. nānyā vastuno

gatir(96) asti. tatra yady anyat(97), tadā vartamānānām. prāgūrdhvāvasthayoh. nih. svabhāvatā

* prāpnoti, hetutvasam. skr
˚
tatvāder(98)(99) dhetoh. kāritravat(100). ādiśabdena vastutvādayoJ193a2

gr
˚
hyante(101). anyathā yadi prāg ūrdhvam. ca nih. svabhāvatā na syāt, tadā sarvasya sam. skr

˚
tasya

nityatā(102) prāpnoti, svabhāvasya sarvadā vyavasthitatvāt. na ca sadāsattvavyatireken. a nityatva-

laks.an. am asti. yad āha:

nityam. tam āhur vidvām. so yah. svabhāvo na naśyati /(b)

iti. (TSP ad TS 1793–1795)

(94) gnas pa na T for vartamānānām.
(95) nityāsaktih. em. (cf. rtag pa nyid du ’gyur T, TSP 618,18) : nityatāsattih. JS, Pā : nityatāpattih. K
(96) go skabs T for gatih.
(97) anyat KS, Pā : anyatra J
(98) -sam. skr

˚
tatvāder JS : -sam. skr

˚
tatvād K, Pā

(99) rgyud nyid dang ’dus byas nyid la sogs pa’i phyir T for hetutvasam. skr
˚
tatvāder

(100) bya ba bzhin du ni dpe’o T for kāritravat
(101) gr

˚
hyante JK, Pā : gr

˚
hyate S

(102) rtags bzhin du T for nityatā

skyes pa ’dus byas kyi chos rnams kyi mthu’i khyad par dngos po gzhan skyes pa la rgyur gyur pa ’di dag gi nus pa
nyid bya ba ma yin pa / da ltar ba’i gnas skabs kho na ’phangs pa’i phyir / ’dus ma byas rnams kyis ’bras bu ’phen
pa mi ’thad pa’i phyir ro // ’bras bu ’phen pa’i bha ba nyid yin gyi ’bras bu ’byin pa’i bya ba ma yin no //

(a) Cf. PVin 3 65,6: anyonyaparihārasthitalaks.an. atayā vā virodhah. . Cf. also PVin 2 60,7f.: anyonyavyatirekasthita-
laks.an. atā vā virodho nityānityatvavat; NB 3.75: parasparaparihārasthitalaks.an. atayā vā bhāvābhāvavat.

(b) Ce PV 2.204ab: nityam. tam āhur vidvām. so yah. svabhāvo na naśyati /
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(K507,13; S618,18; Pā148a2; D83a6; P118a5) syād etat(103): yadi nāma nityatāsaktih. (104), * J193a3

hetutvasam. skr
˚
tatvādes(105) tu hetoh. katham. sādhyavipaks.en. a virodha ity āha: nityasyetyādi.

(Pā33b4; D65b5; P79b2)

nityasya hetu-*tā pūrvam. kramākramavirodhatah. / J91a4

nis.iddhā sam. skr
˚
tatvam. hi vyaktam. nitye nirāspadam // (TS 1796)

skandhādivyatiriktasya kāritrasyopavarn. ane(106) /

svasiddhāntavirodhaś ca durnivārah. prasajyate // (TS 1797)

pūrvam iti sthirabhāvaparı̄ks.āyām. sarvasya ca sam. skr
˚
tasyānityatvābhyupagamāt

sam. skr
˚
tatvam. nitye na sambhavatı̄ti spas.t.am evāvası̄yate(107). kim. ca skandhadhātv-

āyatana(108)-vyatiriktasya kāritrasyopavarn. ane siddhāntavirodhah. , tathā hi bhagavatoktam:

sarvam. sarvam iti brāhman. a yaduta pañcaskandhāh. , * dvādaśāyatanāni, as.t.ādaśa ca J193a4

dhātava(109)(a)

iti. (TSP ad TS 1796–1797)

(Pā33b5; D65b6; P79b3)

* ananyatve ’pi kāritram. dharmād avyatirekatah. / J91a5

svarūpam iva dharmasya prasaktam. sārvakālikam(110) // (TS 1798)
tataś cādhvavibhāgo ’yam. tadvaśān na prakalpyate(111) /

na hi tasya cyutih. prāptir aprāpti-*r vā vibhāgatah. // (TS 1799) J91a6

(K508,1; S619,10; Pā148a4; D83b2; P118a8) athānanyat kāritram abhyupagamyate, tadā

dharmasvarūpavat tadavyatirekāt tad api sārvakālikam. prāpnoti. tataś ca kāritrāt pracyuto ’tı̄tah. ,

(103) etat JKS : itad Pā
(104) nityatāsaktih. J, Pā (cf. TS 1795a) : nityatā śaktih. KS (cf. rtag pa dang nus pa dang T) : nityasya śaktih. Schayer 40
(105) rtag pa dang nus pa dang rgyu nyid dang ’dus byas nyid la sogs pa’i T for nityatāsaktih. , hetutvasam. skr

˚
tatvādes

(106) kāritrasyopavarn. ane JK, Pā, TSP : kāritrasyopavarn. anam S (cf. byed pa ru ni rjod byed pa T)
(107) avası̄yate JKS : avasāyate Pā
(108) skandhadhātvāyatana- J, Pā (phung po dang khams dang skye mched las T) : skandhāyatana- KS
(109) as.t.ādaśa ca dhātava S : as.t.ādaśadhātava J : as.t.ādaśacā(ścā?)bhava K : as.t.ādaśacābhava Pā
(110) sārvakālikam KS : sarvakālikam J, Pā
(111) rtag mi ’gyur T for na prakalpyate

(a) Cf. 『雑阿含経第十三』 Taisho no. 99, vol. 2, 91a27f.: 佛告婆羅門。一切者謂十二入處。(AKBh 301,7f.: sarvam
astı̄ti bhrāhman. a yāvad eva dvādaśāyatanānı̄ti.)
See also秋本・本庄 [1978: 104], Pāsādika[1986: 99].
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tatprāpto vartamānas tadaprāpto ’nāgata iti kāritravaśād(112) ayam adhvavibhāgo(113) na syāt,

yato ’sya kāritrasya yadi vibhāgena cyutiprāptyaprāptayah. (114) syuh. , tadā syād ayam adhvavi-

*bhāgah. , na ca tāni vibhāgena sambhavanti, sadāvasthitaikarūpasya vibhāgābhāvāt. (TSP ad TSJ193a5

1798–1799)

(Pā33b6; D65b7; P79b4)

kāritrāvyatirekād vā dharmah. kāritravad bhavet /
pūrvāparavyavacchinnamadhyamātrakasattvavān(115) // (TS 1800)

(K508,8; S619,16; Pā148a7; D83b4; P118b3) kim. ca kāritrād avyatiriktatvād dharmo ’pi

pūrvāparakot.iśūnyasattāyogı̄ prāpnoti kāritravat. pūrvāparavyavacchinnam. pūrvāparakot.i-

śūnyam, madhyamātrakam. ca tat sattvam. (116) ceti vigrahah. . tad asyāstı̄ti tadvān. (TSP ad

TS 1800)

(K508,11; S619,19; Pā148a8; D83b5; P118b4) kāritram ityādinā parasparaviruddhābhy-

upagamodbhāvanenopaha-*sati(117).J193a6

(Pā33b6; D66a1; P79b5)

kā-*ritram. sarvadā(118) nāsti sadā dharmaś ca(119) varn. yate /J91b1

dharmān nānyac ca kāritram. vyaktam. devavices.t.itam // (TS 1801)(a)

kāritrāntarasāpeks.ā tatrāpy adhvasthitir yadi /
tulyah. paryanuyogo ’yam. nanu sarvatra * dhāvati // (TS 1802)J91b2

evam. tarhi rūpādidharmo na sadāstı̄ti prasaktam, kāritrād avyatiriktatvād ity āha: sadā dharmaś
ceti. evam api dharmād anyat kāritram. prasajyata ity āha: dharmān nānyac ca kāritram.

devā ı̄śvarādayah. , te hi yuktāyuktam anālocya svātantryen. aiva(120) vartanta(121) iti tes.ām. yathā

(112) kāritravaśād KS : kāratravaśād J, Pā
(113) dus la sogs pa’i rnam par dbye ba T for adhvavibhāgo
(114) cyutiprāptyaprāptayah. JS (zhig pa dang thob pa dang ma thob pa dag T) : yadi prāptyaprāptayah. K : corrupted Pā
(115) -sattvavān JS, Pā (cf. yod pa can T) : -sarvavān K, Schayer
(116) sattvam. Suganuma (yod pa yang yin T, cf. -sattvavān TS) : sarvam. KS, Pā : sartvam. (?) J
(117) -udbhāvanenopahasati JKS : -udbhāvanonopahasati Pā
(118) rgyun du T for sarvadā
(119) dharmaś ca (cf. chos ni rtag tu’ang yod par brjod T, bhāvo nityaś ca nes.yate AKBh) K, TSP : dharmas tu JS, Pā
(120) svātantryen. aiva KS, Pā : svātantren. a J (cf. rang dbang du T)
(121) vartanta JKS : vartata Pā

(a) Cf. AKBh 298,20-23: āha khalv api:
svabhāvah. sarvadā cāsti bhāvo nityaś ca nes.yate /
na ca svabhāvād bhāvo ’nyo vyaktam ı̄śvaraces.t.itam //
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ces.t.itam. (122) yuktinira-*peks.am. (123) svātantryen. a pravr
˚
ttih. , tadvad etad iti yāvat. (TSP ad TS J193a7

1801)

kim. ca yadi kāritrasya(124) kāritram antaren. a(125) anāgatāditvam is.yate, na tarhi vak-

tavyam adhvānah. (126) kāritren. a vyavasthitā iti, vyabhicārāt. yathā kāritrasya * svarūpa- J193b1

sattāpeks.ayānāgatāditvam. vyavasthāpyate, evam. bhāvānām apy anāgatāditvam. bhavis.yatı̄ti kim.
kāritrakalpanayā.(a) atha mā bhūd vyabhicārados.a iti(127) kāritrasyāpi kāritram abhyupagamyate,

tadā tatrāpi vyatirekādicintayā tulyah. paryanuyogah. , anavasthādos.aś(b) ca. (TSP ad 1802)

(K508,25; S620,11; Pā148a13; D84a2; P119a2) yad uktam ananyatve ’pi kāritram.
sārvakālikam. prāpnoti dharmasvarūpavad aviśes.ād(c) ity * atra bhadantasam. ghabhadra(128) J193b2

āha(129).

(Pā33b8; D66a2; P79b6)

svarūpāvyatirikto(130) ’pi dr
˚
s.t.ah. sapratighatvavat /

viśes.aś ced idam. naiva prakr
˚
tasyopakārakam // (TS 1803)

na hi sapratighatvādih. padārthasyānugāminah. /
kādācitko mata-*h. kaścid bhāvasyaiva tathodbhavāt(131) // (TS 1804) J91b3

(122) ’dod pa ji lta ba bzhin du T for yathā ces.t.itam.
(123) rigs pa dang mi rigs pas lta bar mi byed de T : yuktinirapeks.am.
(124) n.e. T
(125) kāritram antaren. a KS (cf. bya ba gzhan med par AKBhT. ) : kāritratvam antaren. a J, Pā

bya ba gzhan gyis T for kāritram antaren. a
(126) adhvānah. JKS : adhvātah. Pā
(127) ’khrul pa’i skyon du ’gyur na mi rung ngo snyam pas T for mā bhūd vyabhicārados.a iti
(128) -sam. ghabhadra em. (Frauwallner[1973: 107], cf. ’dus bzang T) : -sahantabhadra JK, Pā : -sam. hatabhadra S
(129) āha JK, Pā (smra pa T) : āha svarūpād ityādi S
(130) svarūpāvyatirikto J, Pā, TSP (rang gi ngo bo tha mi dad T) : svarūpād vyatirikto KS
(131) tathā n.e. T, brjod phyir T for udbhavāt

(a) Cf. AKBhT. D139a7–b2; P275b1–3; 秋本 [1995: 182,5–9]: gal te bya ba la bya ba gzhan med par ma ’ongs pa la
sogs pa nyid du ’dod na / de lta na bya bas dus rnam par gzhag pa zhes brjod par mi bya ste ’khrul pa’i phyir ro // ji
ltar bya ba ni ma ’ongs pa la sogs pa nyid kyi rang gi ngo bo’i rgyud la bltos nas rnam par ’jog pas dngos po rnams
kyang de ltar ma ’ongs pa la sogs par ’gyur te / bya ba btags pas ci zhes bya ba ...

(b) Cf. AKBhT. D139b2f.; P275b3f.; 秋本 [1995: 182,9–11]: ji ste ’khrul pa’i skyon du ’gyur du ’ong bas bya ba la
yang bya ba gzhan ’dod na ni / de lta na yang thug pa med par thal bar ’gyur te /
Cf. also AKVy 472,4–6: yady asty anavasthāprasaṅgah. . na ced asti, athānāgatāditvam. kāritrasya svarūpa-
sattāpeks.ayaivam. bhāvānām apy anāgatāditvam. bhavis.yati. kim. kāritrakalpanayā.

(c) Cf. TSP 619,10f. ad TS 1798: athānanyat kāritram abhyupagamyate, tadā dharmasvarūpavat tadavyatirekāt tad api
sārvakālikam. prāpnoti.
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svarūpāvyatirikto(132) ’pi viśes.ako dharmo dr
˚
s.t.ah. , yathā sapratighatvādih. pr

˚
thivyādı̄nām.

te hi(133) padārthatvenāviśis.t.ā(134) api sapratighā apratighāh. , sanidarśanā anidarśanā iti

svarūpāvyatiriktair(135) dharmair viśis.t.āh. pratı̄yante, tadvat kāritren. āpi dharma iti.

tad etat prakr
˚
tānupakārakam. tathā hı̄dam atra prakr

˚
tam: padārthāt kāri-*trasyābhede ’bhyu-J193b3

pagamyamāne saty ekasyaiva padārthasyātmabhūtakāritrasyāviśes.āt tadvaśād ayam adhvavibhāgo

nāvakalpata iti. pr
˚
thivyādayas tu parasparam anyonyalaks.an. abhedāsaṅgād bhinnā(136) iti yuktam,

yat kecit sapratighā bhavanti, kecid apratighā eva yathā vedanādayah. , na tu ya evāpratighās ta

eva sapratighā iti(137), yato na kaścid eko ’nu-*gāmı̄ padārthātmāsti, pr
˚
thivyādı̄nām. yasya(138)J193b4

sapratighatvādi(139)-dharmah. kādācitko(140) bhavet, kim. tarhi, bhāvasya niravayavasya tathā
sajātı̄yavijātı̄yavyāvr

˚
ttasyodbhava iti na svarūpāvyatirikto dharma ekasya(141) bhedako yuktah. .

(TSP ad TS 1803–1804)

(K509,13; S620,24; Pā148b2; D84b1; P119b1) katham. rūpasya sapratighatvam(142) iti vy-

atirekı̄va(143) vyapadeśah. , yadi svarūpāvyatirikto dharmo bhedako na bhaved ity āha: anāks.ipte-

*tyādi.J193b5

(Pā33b9; D66a3; P79b8)

anāks.iptānyabhedena bhāva eva tathocyate /
tad rūpasyeti(144) śabdena cetaso vāsanāpi ca // (TS 1805)

(132) svarūpāvyatirikto J, Pā (rang gi ngo bo las tha mi dad T) : svarūpād vyatirikto KS
(133) dper na T for hi
(134) don ji lta ba bzhin du khyad par med (*yathārthatvenāviśis.t.ā) T for padārthatvenāviśis.t.ā
(135) svarūpāvyatiriktair J, Pā (rang gi ngo bo las tha mi dad pa’i T) : svarūpād vyatiriktair KS
(136) -bhedāsaṅgād bhinnā J : -bhedāsaṅgābhinnā KS, Pā

phan tshun rang gi mtshan nyid tha dad pa’i phyir tha dad pa yin no T for parasparam anyonyalaks.an. abhedāsaṅgād
bhinnā

(137) Cf. thogs pa dang bcas pa gang yin pa de kho na thogs pa med pa yin no zhes bya ba ma yin no T.
(138) yasya J, Pā : yat KS (cf. gang zhig T)
(139) sapratighatvādi- JKS : pratighatvādi- Pā
(140) kādācitko KS, Pā : ke?/kai?dācitko J
(141) ekasya KS, Pā : ekasye J
(142) sapratighatvam JKS : na pratighatvam Pā
(143) iva n.e. T
(144) tad rūpasyeti JK, Pā : sadrūpasyeti S
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anāks.iptānyabhedeneti(145) bhedāntarapratiks.epen. a(146) ity arthah. . tathocyata iti vyatirekı̄va.

tad iti sapratighatvam. śabdeneti rūpasya sapratighatvam(147) ity anena.(148) atra dr
˚
s.t.āntam āha:

cetaso vāsanāpi ceti. api ceti samudāyo nipāta ivārthe dr
˚
s.t.avyah. . (TSP ad TS 1805)

(K509,21; S621,11; Pā148b5; D84b4; P119b4) punah. sa(149) evāha:

na kāritram. dharmād anyat, tadvyatireken. a svabhāvānupalabdheh. . nāpi dharma-

mātram, * svabhāvāstitve ’pi kadācid abhāvāt. na ca na viśes.ah. ,(150) kāritrasya prāg J193b6

abhāvāt, sam. tānavat. yathā(151) dharmanairantaryotpattih. sam. tāna ity ucyate, na cāsau

dharmavyatiriktas tadavibhāgena gr
˚
hyamān. atvāt. na ca dharmamātram, ekaks.an. asyāpi

sam. tānatvaprasaṅgāt. na ca nāsti, tat(152)-kārya-*sadbhāvād(a) J193b7

iti. āha ca:

sam. tatikāryam. ces.t.am. na vidyate sāpi sam. tatih. kācit /

tadvad avagaccha yuktyā kāritren. ādhvasam. siddhim(153) //(b)

ity atrāha: tattvānyatvetyādi.

(145) anāks.iptānyabhedeneti KS, Pā : anāks.iptanyabhedeneti J
(146) bhedāntarapratiks.epen. a KS, Pā (cf. khyad par gzhan spangs nas T) : bhedāntarāpratiks.epen. a Schayer
(147) sapratighatvam S : (sa)pratighatvam K : pratighatvam Pā
(148) Cf. de zhes bya ba ni thogs pa dang bcas pa nyid do // sgra zhes bya ba ni gzugs kyi thogs pa dang bcas pa zhes bya

ba ’dis so // khyad par gzhan mi ’phen pa yis // zhes bya ba ni khyad par gzhan spangs nas zhes bya ba’i don to //
de ltar brjod ces bya ba ni tha dad[mi dad D] pa lta bur ro //

(149) sa=sam. hatabhadrah. J, Pā (marginal note)
(150) med pa yang ma yin te / khyad par yin pa’i phyir dang T for na ca na viśes.ah.
(151) yathā JK, Pā (dper na T) : tathā S
(152) tat- n.e. T
(153) -sam. siddhim KS, Pā : -sam. siddham J

(a) Cf. 『阿毘達磨順正理論 (巻第五十二)』 Taisho 1562, vol. 29, 633a24-b2: 差別作用與所附體不可説異。如法相
續如有爲法。刹那刹那無間而生名爲相續。此非異法無別體故亦非即法。勿一刹那有相續故不可説無。見於相續
有所作故。如是現在差別作用。非異於法無別體故亦非即法。有有體時作用無故不可説無。作用起已能引果故。
(See also菅沼 [1964: 103, n.(19)])
Cf. also AKBhT. D140a3–5; P276a7–b1; 秋本 [1995: 183,20–184,4]: yang de nyı̄d la smras pa / bya ba chos las
gzhan de las tha dad pa ma (D140a4) yin pa / rang bzhin med pa’i phyir chos tsam ma yin no // rang bzhin yod pa
nyid la yang res ’ga’ med pa’i phyir bya ba’i khyad par snga na med pa’i rgyud bzhin ma yin no // dper na bar med
par skye ba’i chos la rgyud ces brjod pa bzhin no // ’di ni de’i las de las tha dad pa ma yin te de’i rang bzhin yin
pa’i phyir ro // chos tsam gyi skad cig ma gcig kyang rgyud du thal ba ma yin pa’i phyir dang de’i bya ba yod pa’i
phyir med pa ma yin no //

(b) Cf. 『阿毘達磨順正理論 (巻第五十二)』 Taisho 1562, vol. 29, 633b3-4: 相續無異體　許別有所作　作用理亦然　
故世義成立 (See also菅沼 [1964: 103, n.(20)].)
Cf. also AKBhT. D140a5f.; P276b2; 秋本 [1995: 184,4f.]: yang smras pa / rgyud kyi las dang tha snyad ’ga’ zhig
de ltar rdzas kyi sgo nas yod pa rtogs pa ma yin pas rigs pa’i byed pas dus rnams grub po zhe na /
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(Pā33b10; D66a3; P79b8)

tattvānyatvaprakārābhyām avācyam atha va-*rn. yate /J91b4

sam. tānādı̄va kāritram. syād evam. sām. vr
˚
tam. nanu // (TS 1806)

ataś ca kalpitatvena(154) tat kvacin nopayujyate /
kārye sam. tativad yasmād vastv evārthakriyāks.amam // (TS 1807)
sam. nidhānam. ca tasyedam. bhāvi-*kam. neti tatkr

˚
tam /J91b5

adhvatrayavyavasthānam. tāttvikam. nopapadyate // (TS 1808)

(K510,7; S621,18; Pā148b8; D84b7; P119b8) sam. tānādı̄vety ādiśabdena samūhādi-

parigrahah. . * yathā sam. tānibhyas tattvānyatvenāvācyatvāt pudgala(155)-vat sam. tāno(156)J194a1

nih. svabhāvah. (157)(a), tadvat kāritram api nih. svabhāvam. (158) syāt. svabhāve hi sati tattvam

anyatvam. vāvaśyambhāvi(159).(b) (TSP ad TS 1806)

tataś ca tat kāritram. kalpitatvān na kvacit kārye sam. tativad upayujyeta. na hi kalpitasya(160)

sam. tānasya(161) kvacit kārye ’sty upayogah. , tasya nih. svabhāvatvāt, svabhāvapratibaddhatvāt

kāryodayasya. tasmād vastv eva(162) sam. tānisvabhāvam artha-*kriyāks.amam, na sam. tānah.J194a2

kalpitah. . (TSP ad TS 1807)

tataś ca kāritrasya prajñaptisattvāt prāgvat(163) paścād api(c) na paramārthatah. sam. nidhānam
astı̄ti tadvaśād adhvatrayavyavasthānam api kalpitam eva syāt, na bhāvikam. (TSP ad TS 1808)

(154) rtag pa nyid kyis T for kalpitatvena
(155) =ātmā J, Pā (marginal note)
(156) gang zag dang rgyun T for pudgaravat sam. tāno
(157) nih. svabhāvah. JKS : om. Pā
(158) tadvat kāritram api nih. svabhāvam. J (de bzhin du bya ba yang rang bzhin med par ’gyur T) : tadvat kāritram api S :

(tathā kāritram. nissvabhāvam. ) K : nih. svabhāvam. Pā
(159) vāvaśyambhāvi JK (cf. gdon mi za bar ... ’gyur ba yin te T) : om. S : corrupted Pā
(160) kalpitasya KS, Pā : kalpitasye J
(161) rgyu ni T for sam. tānasya
(162) dngos po’i rang bzhin nyid T for vastv eva
(163) prāgvat S (snga ma bzhin du T) : prāganu K : prāgvanu J, Pā

(a) Cf. AKBhT. D140a6f.; P276b3f.; 秋本 [1995: 184,7–9]: rgyud las ni yod pa nyid la sogs pa rnams de nyid dang
gzhan nyid du brjod par bya ba ma yin pa’i phyir rang bzhin med de gang zag bzhin no //

(b) Cf. AKBhT. D140a7; P276b4;秋本 [1995: 184,9]: rang bzhin yod pa de nyid dang gzhan nyid du mthong ba ste ...
(c) Cf. AKBhT. D140a7; P276b4f.;秋本 [1995: 184,10f.]: bya ba yang btags par yod pa’i phyir sngon bzhin du phyis

kyang de bzhin te /
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IV.和訳と注解 (TS 1785–1808)

1. 三世実有論とその論拠

1.1. 総論・他学派説との類似性の指摘
(K503,20; S513,20) [TS 4(164)の中の]「[事物がその本性を保ったまま三世を] 移り行くとい

うことはない (asam. krānti)(165)」というこの [＜縁起＞という語に対する限定要素(166)] の妥当
性を証明するために(167)，[シャーンタラクシタは]「hema」云々と述べる。

[反論:] [ジャイナ教徒やミーマーンサー学派によってのみならず一部の]仏教徒たちに
よっても，金が [ブレスレット等の金製品に]随伴することとの類似性によって，[ある]
存在 (bhāva)は，[時が経過しても]状態 (avasthā)のちがい(168)をもつ [にすぎないとい

(164) TS 4は，TS 6に現れる＜縁起 (pratı̄tyasamutpāda)＞という語に対する形容詞 (限定要素)の列挙によって構成
されている。TS 4の全体は以下の通りである。
TS 4: asam. krāntim anādyantam. pratibimbādisam. nibham /
sarvaprapañcasam. dohanirmuktam agatam. paraih. //
「[＜縁起＞には，事物がその本性を保ったまま三世を]移り行くということはなく，始めも終わりもない。[ま
た＜縁起＞は，知の中に]映し出された像等に類似しており，あらゆる戯論の集合を離れ，他の者たちによって
は理解されることがない。」（渡辺 [1967: 16]も参照のこと。）

(165) TSP 17,16f.: na vidyate sam. krāntir adhvasu sañcārah. skandhādı̄nām. yatreti vigrahah. .
また asam. krāntiという語については，Schayer[1938: 29, n.1]の解説も参照のこと。

(166) Cf. TSP 670,16f.: pratibimbādisam. nibham (=TS 4b) ityetatpratı̄tyasamutpādaviśes.an. asamarthanārtham idānı̄m.
vijñānavādam upaks.ipati[upaks.iti S].

(167) TSP序章では，「三時の考察」章著述の目的・背景について以下のように解説されている。
TSP 17,13–20: atha kim asam. kı̄rn. asvabhāvā api skandhādayo ’dhvasv ajahatsvabhāvā eva vartante, yathāhur eke
sam. krāntivādinah. sarvāstivādāh. . naivam ity āha: asam. krāntim iti. yadi tu sam. krāntih. syāt, tadā sarvātmanā
sattvān na kim. cij janyam astı̄ti pratı̄tyasamutpādasyaivāyoga iti bhāvah. . na vidyate sam. krāntir adhvasu sam. cārah.
skandhādı̄nām. yatreti vigrahah. . etac cābhihitam. bhavagatā yathoktam: (*)caks.ur utpadyamānam. na kutaścid
āgacchati, nirudhyamānam. na kvacit sam. nicayam. gacchatı̄ti hi bhiks.avaś caks.ur abhūtvā bhavati, bhūtvā ca pra-
tivigacchati(*) iti. ayam. ca traikālyaparı̄ks.opaks.epah. .
(*) Ce『雑阿含経 (巻第十三)』 Taisho 99, vol. 2, 92c16–18: 諸比丘。眼生時無有來處。滅時無有去處。如是眼不
實而生。生已盡滅。
Cf. AKBh 299,12–16: ittham. caitad evam. yat paramārthaśūnyatāyām. uktam. bhagavatā: caks.ur utpadyamānam. na
kutaścid āgacchati, nirudhyamānam. na kvacit sam. nicayam. gacchatı̄ti hi bhiks.avaś caks.ur abhūtvā bhavati, bhūtvā
ca prativigacchatı̄ti. (cf. ADV 267,1–2; 267,6–7; 267,12; 268,5.)
また，Cf. 『仏説勝義空経』 Taisho 655, vol. 15, 807a1–3: 謂眼生時而無少法有所從來。又眼滅時亦無少法離散
可去。諸必芻其眼無實離於實法。
秋本・本庄 [1978: 102], Honjo[1984: 78f.], Pāsādika[1986: 98] も参照のこと。なお，このパッセージは TSP
631,23f.にも引用されている。
「[問:] [諸々の事物はその本性を保ったまま過去・現在・未来を]移り行くと主張するある人々，[すなわち]説
一切有部の人々が述べるように，[五つの]集合 (蘊)等は，その本性が [別の本性と]混じり合うということもな
く，まさしく本性を捨てることなく [三] 世を通過して行くのではないか。[答:] そのようなことはない。従っ
て，[シャーンタラクシタは]『asam. krāntim』と述べる。一方，もし [ある事物がその本性を保ったまま過去・
現在・未来を]移り行くことがあるなら，[そのような事物の本性は過去・現在・未来]全てのものの本体として
存在することから，いかなる生み出されうるものも存在しない。その場合，まさしく＜縁って起こること＞が
妥当ではないということになる。[asam. krāntiという語は，]あるもの (=縁起)において，[五蘊等が三世を本性
を保ったまま] 移り行くこと (sam. krānti)，すなわち [五] 蘊等が [三] 世を通過して行くこと (sam. cāra) はない，
というように分析される。このことは，世尊によって以下のように述べられた。『眼は生起するときどこから来
るわけでもなく，滅するときどこかに集まることもない。従って，比丘たちよ，眼は今まで存在しなかったが
今存在し，存在し終わって消滅する。』そして以上が『三時の考察』[章]に対する [間接的な]言及である。」(訳
については，渡辺 [1967: 20]も参照のこと。)

(168) ここに見られる「avasthābheda (状態のちがい)」は，説一切有部の四大論師の一人ヴァスミトラの主張にも
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う理由で，過去・現在・未来という]三つの時に随伴して存在することが認められてい
るではないか。(TS 1785)

「しかしながら，いかなるものの存続もない (TS 1782d)」(169)ということに対して，以下の
ような反論がある。[反論:] [ジャイナ教徒やミーマーンサ学派によってのみならず]ダルマト

見られる「avasthābheda (境位のちがい)」と表現は同一であるものの，その意味する内容は異なる。ここでの
「avasthābheda (状態のちがい)」とはむしろ，四大論師の主張に見られる様態 (bhāva)のちがい・特徴 (laks.an. a)
のちがい・境位 (avasthā)のちがい・関係性によるちがい (anyathānyathika)を総称したものと考えられる。カマ
ラシーラも，ここで用いられている金の比喩に関して「[TS 1786および TS 1787cに見られる]金の比喩によっ
ては，[説一切有部の]定説に対する全般的な言及がなされているのであって，[そこでは]ダルマトラータの見
解のみが意図されているわけではない。(TSP 615,21f.: hemadr

˚
s.t.āntena tu siddhāntopaks.epamātram. kr

˚
tam, na tu

dharmatrātadarśanam evābhimatam.)」と説明している。
(169) カマラシーラが参照を指示する TS 1782d を含む箇所は，シャーンタラクシタが対論者の主張を批判する部

分に相当するが，その批判の対象となっているのは直前の章 (「蓋然論の考察 [Syādvādaparı̄ks.ā]」章) の TS
1776–1778である。これら 3つの偈に見られる前主張はカマラシーラによってミーマーンサー学派のクマーリ
ラに帰せられており，Ślokavārttikaにほぼ同じ記述を見出すことができる。まずは TS 1776–1778の内容を確
認しておきたい。
TS 1776: vardhamānakabhaṅgena(*) rucakah. kriyate yadā /
tadā pūrvārthinah. śokah. prı̄tiś cāpy uttarārthinah. // (≒ ŚV [Vanavāda] 21)
(*) -bhaṅge ca ŚV
「もし [金の]皿が壊されることによって [金の]首飾りが作られたなら，前者 (＝金の皿)を求める者は悲しみ，
後者 (＝金の首飾り)を求める者は喜ぶであろう。」
TS 1777: hemārthinas tu mādhyasthyam. tasmād vastu tryātmakam /
notpādasthitibhaṅgānām abhāve syān matitrayam // (≒ ŚV [Vanavāda] 22)
Cf. ĀM 59, PVSVT. 333,9f., DMP 81,10f. HBT. Ā 369,19f. (Shiga[2013: 33 with n.55]も参照のこと)
「しかし金 [そのもの]を求める者は [それらに]中立の態度をとる。従って，実在は三つの性質をもつ。もし生
起と存続と消滅がなければ，三つの観念 (＝悲しみ・喜び・中立的態度)もないであろう。」
TS 1778: na nāśena vinā śoko notpādena vinā sukham /
sthityā vinā na mādhyasthyam. tena sāmānyanityatā // (=ŚV [Vanavāda] 23)
DMP 81,12f., PVSVT. 333,11f., HBT. Ā 369,21f.にも類似の偈 (d句が tasmād vastu trayātmakamとなっている)
が見られる。(Shiga[2013: 33 with n.56]も参照のこと)
「消滅がなければ悲しみはなく，生起がなければ楽しみはない。そして存続がなければ中立的態度はない。その
こと (＝中立的態度が存続と不可離関係にあること )によって，[金という]普遍は恒常なものである。」
上記 TS 1776–1778に対するシャーンタラクシタの批判は以下の通りである。
TS 1779: ity etad api no yuktam asamānāśrayatvatah. (*) /
utpādasthitibhaṅgānām ekārthāśrayatā na hi //
(*) asamānāśrayatvatah. JS (cf. rten ni mi mtshungs nyid kyi phyir) : asāmānyāśrayatvatah. K
「以上のことはまた正しくない。その基体が同じではないからである。すなわち，生起と存続と消滅は同一の事
物を基体としていない，ということである。」
TS 1780: samānakālatāprāpteh. parasparavirodhinām /
idam. tu ks.an. abhaṅgitve sati sarvam anākulam //
「相互に矛盾した [これら 3つの]ものが同時 [に起こること]になってしまうからである。しかしながらこれら
全てのことは，[その基体としての事物が]刹那的に消滅するものであれば混乱を招くことはない。」
TS 1781: vardhamānakabhāvasya kaladhautātmanah. svatah. (**) /
ananvaye vināśe hi kasyacic chokasambhavah. //
(**) svatah. J, TSP,若原 [1996: 82] (cf. rang bzhin las T) : katham KS
「というのもすなわち，金をそれ自身の性質とする [金の]皿という存在物が，自ずから，持続することなく消滅
するとき，[それを求める]ある者には悲しみが生じる。」
TS 1782: sarvathāpūrvarūpasya(***) rucakasya tadātmanah. /
janmany utpadyate prı̄tir nāvathānam. tu kasyacit //
(***) sarvathāpūrvarūpasya TSP/若原 [1996: 82] (cf. rnam kun sngon ni med ngo bo’i T) : sarvathā pūrvarūpasya
KS
「あらゆる点で以前にはなかった性質をもち，それ (=金)をそれ自身の性質とする首飾りが生起するとき， [そ
れを求めるある者には]喜びが生じる。しかしながら，[金をそれ自身の本質とするような ]いかなるものの存
続もない。」
上記 TS 1776–1782の訳については，若原 [1996: 82f.]も参照のこと。
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ラータをはじめとする [一部の] 仏教徒たちによっても，金が [種々の金製品に] 随伴するこ
ととの類似性によって(170)，[ある] 存在は，[時の経過に応じてその] 状態 (avasthā) が異なる
[にすぎない]という理由で [過去・現在・未来という]三つの時において存続すると認められて
いる。そうである以上，どうして「しかしながら，いかなるものの存続もない (TS 1782d)」と
述べられ [なければならなかっ]たのか。(TSP ad TS 1785)

1.2. 四大論師の主張の紹介
(K503,26; S614,7) [シャーンタラクシタは]まさしくこのことを [本章]第二番目の偈によっ

て示す。

ちょうど金が，[時の経過に応じて]状態のちがいをもつとしても色を失うことはないよ
うに，この存在は [三]世 (adhvan)において実体性を失うことはない。(TS 1786)

1.2.1. ダルマトラータ説
彼ら (=一部の仏教徒=説一切有部の人々) のうち，尊者ダルマトラータ (Dharmatrāta, 法

救)(171)は [三世の区別は]＜様態 (bhāva)＞のちがい [による]と主張する者 (bhāvānyathāvādin)

である。彼は [以下のように]述べたと伝えられる。「ある存在要素 (dharma)が [三]世を通過
して行くとき，ただその様態のみが変化するだけであって，実体 (dravya) が [変化するわけ]

ではない」と。ちょうど金という実体に関して，ブレスレット・腕輪・イヤリング等の名称の
原因であるその性質 (gun. a)は変化するが，色が [変化することは]ないのと同様に，存在要素
は未来等の様態にもとづいて異なるものとなる。すなわち，存在要素が未来の様態を捨てるこ
とによって現在の様態を獲得し，現在の様態を捨てることによって過去の様態を [獲得するの]

であって，[その] 実体が変化するわけではない(172)。実体は，[三世] 全てにおいて [存在する
が，それぞれにおいてその本性を] 逸脱することはないからである(173)。さもなければ，未来
のものと現在のものと過去のものが全く別のものとなってしまうことになる。[問:] それでは，
彼 (＝様態によるちがいを主張する者＝ダルマトラータ)によって認められる＜様態 (bhāva)＞

(170) この部分に対応するチベット訳 (gser brtan pa ’ga’ yang yod pa ma yin te / rjes su ’gro ba dang chos mtshungs pas
...)には混乱が見られる。gser (hema-に対応)と rjes su ’gro ba dang chos mtshungs pas ... (-anugamasādharmyen. a
に対応)の間に brtan pa ’ga’ yang yod pa ma yin te / (nāvasthānam. tu kasyacid [TS 1782d]に対応)が挿入されて
いるが，原文に対応する句は存在しない。

(171) ダルマトラータをはじめとする有部の四大論師の説は，2–3世紀頃に成立したとされる『阿毘達磨大毘婆沙論』
(五百大羅漢等造，玄奘訳，Taisho 1545, vol. 27, 396a13–b23) においてすでに確認される。四大論師について
は，平川 [1974: 186] を参照のこと。また四大論師の説は，校訂テキストの脚注において示した文献 (AKBh,
ADV)以外に，NAŚ 631a16–b5にも見られる。

(172) AKBhにおける平行箇所 (AKBh 296,9–14)の訳等については，秋本・本庄 [1978: 88]，小谷・本庄 [2007: 113],
江島 [1986: 11–14]を参照のこと。

(173) この部分の解釈は，AKBhT.における平行箇所: dngos po dus rnams su ’jug pa ni rang bzhin ’khrul pa med pa’i
phyir ro //「実体は [三]世を通過して行く [としても]，[その]本性を逸脱することはないからである」に従っ
た。(秋本 [1993: 49]も参照のこと。)
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とはいかなるものなのか。[答:] それは特定の性質 (gun. aviśes.a)のことであり，それ (＝特定の
性質)にもとづいて，「[これは]過去のもの [である]」等の名称や知識が生じ働くのである(174)。

1.2.2. ゴーシャカ説
(K504,13; S614,15) 尊者ゴーシャカ (Ghos.aka, 妙音) は [三世の区別は] ＜特徴 (laks.an. a) ＞

のちがい [による] と主張する者 (laks.an. ānyathāvādin) である。彼は [以下のように] 述べたと
伝えられる。「ある存在要素が [三]世を通過して行くとき，過去のものは過去のものの特徴と
結びついているが，未来のもの・現在のものの二つの特徴と離れているわけではない。ちょう
どある男性が，一人の女性を愛していながらその他 [の女性]にも無関心でないように。未来の
ものと現在のものもまた [過去のものと]同様であると述べられるべきである」と。(175)　実に，
彼 (＝特徴によるちがいを主張する者＝ゴーシャカ) の [三世に関わる] 言語適用 (vyavahāra)

は，過去のもの等の特徴の，その働き (vr
˚
tti)の獲得 [状況]に依拠している(176)。以上 [の点]が

直前 [のダルマトラータ説]との差異である。

1.2.3. ヴァスミトラ説
(K504,17; S614,19) 尊者ヴァスミトラ (Vasumitra, 世友)(177)は，[三世の区別は] ＜境位

(avasthā)(178)＞のちがい [による] と主張する者 (avasthānyathāvādin) である。彼は [以下のよ
うに]述べたと伝えられる。「ある存在要素が [三]世を通過して行くとき，それぞれの境位に
到達するとそれぞれ別のものとして表示されるが，それは [ある境位とは] 別の境位にもとづ
いているのであって，実体にもとづいているわけではない。実体は三世全てにおいて区別され

(174) この箇所のチベット訳 (gang gi ’das pa la sogs pa’i brjod pa dang shes pa ’jug pa des dngos po la yon tan gyi
khyad par ci zhig ’dod /)では，yatas以降の部分が先行する tenaと関係づけられており，問いと答えの形ではな
く，一続きの文章 (問い)として理解されている。また AKBhT.における平行箇所 (AKBhT. D136a2f.; P271b2–4;
秋本 [1993: 58,9–12])の訳等については，秋本 [1993: 49]を参照のこと。

(175) AKBhにおける平行箇所 (AKBh 296,15–18)の訳等については，秋本・本庄 [1978: 88]，小谷・本庄 [2007: 113],
江島 [1986: 15]を参照のこと。

(176) Cf. AKVy 469,31f.: labhdavr
˚
ttinā hi laks.an. ena yukto vyavasthāpyate.「[ある存在要素が]その働きを獲得した特

徴と結びついたとき，[その存在要素は現在のものとして]立てられる。」
また，AKBhT.および AKVyにおける平行箇所 (AKBhT. D136a5; P271b6;秋本 [1993: 58,18], AKVy 469,25)の
訳等については，秋本 [1993: 50]，小谷・本庄 [2007: 125]を参照のこと。

(177) Frauwallner[1973: 106]によると，境位のちがいによる三世の区分を説いたヴァスミトラと作用の有無による三
世の区分を説いたヴァスミトラは同名異人とされるが，TSP および AKBh は同一人物が両方の説を説いたと
見なしているようである (TSP 619,19-23, AKBh 297,8-13)。フラウワルナー氏が二人のヴァスミトラを想定す
る根拠は ADVの記述による。四大論師の説が言及される際には bhadanta-Vasumitraと呼ばれる (ADV 260,3)
が，作用説が言及される直前の箇所では sthavira-Vasumitraと呼ばれている (ADV 260,14)。

(178) ヴァスミトラ説のキー概念である avasthā という語は，これまで「位 (玄奘: Taisho 1558, vol. 29, 104c14, 真
諦: Taisho 1559, vol. 29, 258a13)」「位置 (秋本・本庄 [1978: 88])」「時間的分位 (太田 [1979: 58])」「段階 (小
谷・本庄 [2007: 113])」「状態 (菅沼 [1964: 81])」「位態 (江島 [1986: 16])」等と様々に訳されてきた。ここでは
「[現在のものにすることとは]別の場所に引き入れることである (TSP 629,13: deśāntarākars.an. am. cet)」や「特
定の場所との結びつきにもとづいて，数を表示する別の名称が生じる (TSP 614,24f.: sthānaviśes.asambandhāt
sam. khyābhidyotakam. sam. jñāntaram utpadyate. Cf. AKBhT. D136b3f.; P272a5f.; 秋本 [1993: 59, 9f.], AKVy
470,11–13.)」といった表現に見られるように，説一切有部が時間を空間的に捉えようとしている点も考慮して，
「境位」という訳語を採用した。
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ないからである(179)。ちょうど [算盤の] 計算球 (mr
˚
dgud. ikā)(180)が１の位のところに投げ入れ

られると『１』(181)，100という位のところに [投げ入れられると]『100』，1000位のところに
[投げ入れられると]『1000』と言われるように(182)，ある存在 (bhāva)は，作用 (kāritra)が [働
いている]状態にあるとき(183)＜現在のもの＞であり，それ (＝作用)を失ったとき＜過去のも
の＞となり，それ (＝作用)をまだ獲得していないときは＜未来のもの＞である」と。彼 (＝境
位によるちがいを主張する者＝ヴァスミトラ)の [三世に関する]言語適用 (vyavahāra)は，[三
世]それぞれの境位 (vyavasthā)に依拠している。例えば [算盤の]計算球の場合のように。と
いうのも，それ (=計算球)の本性が変化するわけではなく，特定の場所との結びつきにもとづ
いて数を表示する [それぞれ]別の名称が生じるからである。(184)

1.2.4. ブッダデーヴァ説
(K504,23; S615,3)尊者ブッダデーヴァ (Buddhadeva,覚天)は，[三世の区別は，以前・以後

のものとの]関係性によるちがい [によると主張する]者 (anyathānyathika)である。彼は [以下
のように]述べたと伝えられる。「ある存在要素が [三]世を通過して行くとき，[それは]以前
のものと以後のものに関係してそれぞれ別のものとして呼ばれる」と。[また]「ちょうど一人
の女性が『母』と言われたり，『娘』と言われたりするように(185)」と。彼 (＝関係性によるち
がいを主張する者=ブッダデーヴァ)の [三世に関する]言語適用は以前のものと以後のものに
依拠している。以前のもののみがあって以後のものがないものが＜未来のもの＞と言われ，以
前のものと以後のものの両方があるものが＜現在のもの＞と言われ，以後のもののみがあって
以前のものがないものが＜過去のもの＞と言われる(186)。
以上が，様態 [のちがい]・特徴 [のちがい]・境位 [のちがい]・[以前・以後のものとの]関係

性によるちがいと名付けられる四つの，＜ [三世]全てが存在するという主張 (sarvāstivāda,説
一切有部説)＞である(187)。

(179) AKBhT.における平行箇所 (AKBhT. D136b1; P272a3;秋本 [1993: 59,5f.])の訳等については，秋本 [1993: 50]を
参照のこと。

(180) AKBhの対応箇所では「vartikā (筆，ブラシ，ランプの芯，色)」となっており，AKVy 470,9では「gulikā (球，
真珠)」と注釈されている。秋本・本庄 [1978: 97, n.(9)]も参照のこと。

(181) Cf. AKVy 470,9f.: yathaikā gulikaikām. ke niks.iptaikasthāne sthāpitaikam ity ucyate.
(182) AKBhにおける平行箇所 (AKBh 296,19–21)の訳等については，秋本・本庄 [1978: 88]，小谷・本庄 [2007: 113],

江島 [1986: 16]を参照のこと。
(183) チベット訳: byed pa’i gnas skabs na ...より，このように訳出した。
(184) AKBhT.における平行箇所 (AKBhT. D136b3f.; P272a5f.;秋本 [1993: 59,9f.])の訳等については，秋本 [1993: 50]

を参照のこと。
(185) AKBhにおける平行箇所 (AKBh 297,1–3)の訳等については，秋本・本庄 [1978: 89],江島 [1986: 17],本庄・小

谷 [2007: 114]を参照のこと。
(186) AKBhT.における平行箇所 (AKBhT. D136b5f.; P272a8–b1;秋本 [1993: 60,1–3])の訳等については，秋本 [1993:

51f.]を参照のこと。
(187) sarvāstivādaは「[三世]全てが存在するという主張」の他，「[三世]全てにおいて [存在要素の本性は]存在する

という主張」と訳すことも可能である。この点については，小谷・本庄 [2007: 141f.,注 (2)]を参照のこと。ま
た AKBhにおける平行箇所 (AKBh 296,8 [=AK 5.26ab]; 297,3)の訳等については，秋本・本庄 [1978: 88f.],小
谷・本庄 [2007: 113f.]を参照のこと。
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1.3. 四大論師の各主張に対する総論的批判
(K504,27; S615,8) 以上 [四つの説] のうち，第一の [説](=ダルマトラータ説) は変容

(parin. āma, 転変) を主張するものであることから，サーンキヤ学派の見解(188)と異ならな
い(189)。それ (＝サーンキヤ学派の見解)の否定が，これ (＝ダルマトラータ説)の [否定]でも
あると見なされるべきである(190)。すなわち，変容は以前の本性を捨てることなく [起こるか]，
[以前の本性を]捨てることによって [起こるかの]いずれかであろう。もし [以前の本性を]捨
てることなく [変容が起こる]とすれば，[三]世の混乱が起こることになる。あるいは [以前の
本性を]捨てることによって [変容が起こる]とすれば，[説一切有部の学説である]＜ [実体と
しての本性が]常に存在すること＞との矛盾が生じる(191)。

(K505,3; S615,12) 第二の論者 (=ゴーシャカ) にもまさしく同じ [三] 世の混乱がある。[三
世]全て [の存在要素]が [三世]全ての特徴と結びつく [ことになる]からである。一方，[例と
して挙げられた]男性は，[自分自身とは]別のものである愛情が現実化すること (samudācāra)

にもとづいて「[その女性を]愛している」と言われ，[愛情を]単に [潜在的に]保持しているこ
と (samanvāgama)によって「[他の女性に対して]無関心ではない」と言われている [にすぎな
い](192)。しかしながら [例示される側の] 存在要素に関していえば，[存在要素の] 特徴の現実
化や，獲得・保有 (prāpti,得)(193)と呼ばれるような [存在要素の]特徴の [潜在的]保持は(194)存
在しない。特徴が，その獲得・保有 [の場合]と同様に，[現実化と潜在的保持という二つのレ
ベルで]異なるものとなってしまうからである。従って，実例 (男性と複数の女性の関係)と例
示されるもの (存在要素とその特徴の関係)との間には類似性はない(195)。

(188) サーンキヤ学派による転変説は，AKBh 159,18–22においても紹介され批判が加えられている。この箇所の訳
および解説等については，秋本 [1991: 97f.],那須 [2011: 58–60]を参照のこと。また Schayer[1938: 31f. n.1]に
よると，サンガバドラは，ダルマトラータ説は決してサーンキヤ説と同じものではなく，むしろヴァスミトラ
の説に近いと主張しているという。(『阿毘達磨順正理論 (巻第五十二)』 Taisho 1562, vol. 29, 631b, 6–10)

(189) AKBhにおける平行箇所 (AKBh 297,4)の訳等については，秋本・本庄 [1978: 89],江島 [1986: 18],小谷・本庄
[2007: 114]を参照のこと。

(190) AKBhT.における平行箇所 (AKBhT. D137a2f.; P272b6,秋本 [1993: 14f.])の訳等については，秋本 [1993: 51]を
参照のこと。

(191) AKBhT.における平行箇所 (AKBhT. D137a4f.; P272b8–273a2; 秋本 [1993: 60,19–61,1]) の訳等については，秋
本 [1993: 51f.]を参照のこと。

(192) AKBhにおける平行箇所 (AKBh 297,4–6)の訳等については，秋本・本庄 [1978: 89],江島 [1986: 19],小谷・本
庄 [2007: 114]を参照のこと。

(193) prāptiは五位七十五法のうちの一つにも数えられるが，AKBhでは以下のように定義されている。
AKBh 62,15–17: prāptir lābhah. samanvayah. (AK 2.36b) dvividhā hi prāptir aprāptavihı̄nasya ca lābhah. pratil-
abdhena ca samanvāgamah. . viparyayād aprāptir iti siddham.「獲得・保有とは，取得，保持である。(AK 2.36b)
実に，獲得は二種類である。[未だ]獲得していないもの [，あるいはすでに]捨て去ったものを取得することと，
取得したものを保持することである。[それとは] 反対に，不獲得・不保有 (aprāpti) ということ [も] 確立され
る。」

(194) AKVy 470,2f. (śes.āsu strı̄s.u rāgaprāptir evāsti, na samudācāra iti.)およびチベット訳 (mtshan nyid mngon du gyur
pa’am / thob pa’i mtshan nyid kyi ldan pa yod pa ...)より，prāptilaks.an. ah.は laks.an. asamanvāgamah.のみにかかる
と理解した。

(195) AKBhT.における平行箇所 (AKBhT. D137b1f., P273a6,秋本 [1993: 61,10f.])の訳等については，秋本 [1993: 52]
を参照のこと。
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第三の [論]者 (=ヴァスミトラ)は，作用による [三]世 [それぞれ]の確立 [を主張する]が，
彼 [の説]に対しては [後に]詳細な論駁が述べられるであろう。
第四の [論]者 (=ブッダデーヴァ)についても，[その説に従えば三世の中の]ただ一つの世に

三世があることになる。すなわち，過去世における以前と以後の瞬間は，それぞれ過去と未来
となり，その中間の瞬間は現在となる [ことになる](196)。これら [四つの説]に対する以上のよ
うな論駁の方向性 (dūs.an. adiś)は明白である。

(K505,9; S615,20) まさしく第三の [論] 者 (＝ヴァスミトラ)[の説] を起点として，さらな
る「三時の考察」が開始される。一方，[TS 1787 に見られる] 金の比喩によっては，[説一
切有部の] 定説に対する全般的な言及がなされているのであって，ダルマトラータの見解
(dharmatrātadarśana)のみが意図されているわけではない。従って，[シャーンタラクシタは後
に TS 1790cdにおいて]

「この [三]世の区別は作用によって規定される。」(TS 1790cd)

という [説一切有部の説] に言及するであろう。なお，作用による [三] 世 [それぞれ] の確立
[を主張したの]はダルマトラータではなく，ヴァスミトラである。(TSP ad TS 1786)

1.4. 三世実有論の 5つの論拠: 理証 (1)–(3)と経証 (1)–(2)

さもなければ (＝過去のものと未来のものが存在しないとすると)，過去のものと未生の
ものに関する知識は対象をもたないということになるだろう。またどうして，「認識は
[眼と色かたちといった感覚器官と対象の]二者をよりどころとしている」と救護者 [た
るブッダ]によって述べられたのであろうか。(TS 1787)
また，どうして存在性をもたない過去の業が(197)結果をもたらすことが認められようか。
またどうしてヨーガ行者たちにとって，過去と未来のものに対する知識は区分されてい
るのか。(TS 1788)
それ故，[推論式:] 過去および未来 [の存在要素]は，実体 [であること]が否定される対
象ではない。[それらの存在は，それぞれ過去あるいは未来]世によって包摂される物質
的存在 (rūpa)をはじめとする [五蘊]であることなどから(198)。ちょうど現在 [の存在]
のように。(TS 1789)

(K505,12; S615,24)そのこと (=三世の区別)に関して，もし過去および未来のものが存在し
ないとするならば，「[過去に]マハーサンマタ [王]がいた」「[未来に]転輪シャンカ [王]が現

(196) Cf. AKBh における平行箇所 (AKBh 297,6–8) の訳等については，秋本・本庄 [1978: 89], 江島 [1986: 20], 小
谷・本庄 [2007: 114]を参照のこと。

(197) Cf. 太田 [1979: 55]:「過去の業が無自性ならば・・・」
(198) Cf. 太田 [1979: 55]:「過去・未来の諸存在は実体を持たない対境ではない。それは (三)世に包摂された「色」等

の存在であるから。」
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れるであろう」(199) といった過去のものと未生のものに関する認識はまさしく認識対象をもた
ないことになるだろう。それ故また，認識対象が存在しないことから，認識そのものが存在し
ないことになる，ということである(200)。というのもすなわち，認識とは [その対象としての]

事物それぞれに応じた表象作用を本質とする (prativastuvijñaptyātmakam)ものであるからであ
る(201)。そして知られうるものが存在しなければ，どのようなものもこれ (＝認識)によって知
られえないことになる。その場合，認識そのものが存在しないことになるであろう(202)。

(K505,16; S616,6)さらにまた，世尊によって

「認識は二つのものに縁って生起する」

と，[また]

「二つのものとは何か。眼と色かたち，乃至，思考 (manas)と思考される事柄 (dharma)

である」

と述べられた。また，過去のものと未来のものが存在しなければ，それらを認識対象とする認
識が二つのもの (=五官あるいは思考とそれぞれの対象)に縁って存在しないことになるであろ
う(203)。その場合，聖なる教えと矛盾することになる。
さらにまた，もしそれ (=過去の業)が「存在性をもたない」すなわち存在性を欠くものであ

るならば，過去の業が結果を生み出すことはないであろう。結果が生起する時，＜応報をもた

(199) VNにおいても，「マハーサンマタ [王]」や「転輪シャンカ [王]」といった人物の名が，現在存在していない過
去あるいは未来のものの例として挙げられている。Much[1991: 14, n.74f.]によると，マハーサンマタ王は釈迦
族の王統の系譜の最初に位置する王の名で，転輪シャンカ王は，未来世において弥勒仏が現れる時に世界を統
治している王であるとされる。VNにおける該当箇所は以下の通りである。
VN 6,2–6: asatsv api katham. cid atı̄tānāgatādis.u nānaikārthakriyākāris.u vā arthes.u tadbhāvasthāpanāya
nānaikātmābhāve ’pi nānaikarūpān. ām. vr

˚
tteh. , rājā mahāsammatah. prabhavo rājavam. śasya, śaṅkhaś cakravarttı̄

mahāsammatanirmitasya yūpasya utthāpayitā ... 「ある方法で，それら (=あらゆる認識や言語表現) は [現
在]存在していない過去・未来等のものに関しても，あるいは多数もしくは単一の効果的作用をなす事物に関し
て，[それらの事物が]多数もしくは単一の性質をもたないとしても，それらの [事物の]性質を [仮に]定立する
ため [であれば]，[それらは]多数もしくは単一の形をとって現れるからである。例えば，『マハーサンマタ王は，
王族の出身である』『転輪シャンカ [王]は，マハーサンマタ [王]によって作られた祭式用の支柱を [再び]設立
した人である』・・・というように。」(この部分の訳とマハーサンマタ王および転輪シャンカ王についての解説
および詳細なリファレンスについては，Much[1991: 14 with n.74f.],赤沼 [1967: 388f.; 587]を参照のこと。)

(200) AKBhにおける平行箇所 (AKBh 295,18f.)の訳等については，秋本・本庄 [1978: 87], 小谷・本庄 [2007: 112]
を参照のこと。

(201) Cf. AKBh 11,6–8 (ad AK 1.16a): vijñānam. prativijñaptih. // (AK 1.16a) vis.ayam. vis.ayam. prati vijñaptir upalab-
dhir vijñānaskandha ity ucyate. 「認識とは，個別的表象作用である。(AK 1.16a)対象ごとに表象すること，す
なわち知覚することが認識の集合と呼ばれる。」

(202) AKBhT.における平行箇所 (AKBhT. D135b3f.; P271a2f.; 秋本 [1993: 57,12f.]) の訳等については，秋本 [1993:
49]を参照のこと。

(203) 経典からの引用を含む AKBhにおける平行箇所 (AKBh 295,14f.)の訳等については，秋本・本庄 [1978: 87],小
谷・本庄 [2007: 111f.]を参照のこと。
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らす原因 (vipākahetu,異熟因)(204)＞が存在しない [ことになる]からである(205)。そして，存在
しないものには結果を生み出す能力がない。非存在であることは，あらゆる能力を欠いている
ことを特徴とするからである。
さらにまた，「[かつて]マーンダートリ [という王](206)がいた」や「[かつて]ブラフマダッタ

(Brahmadatta)[という王](207)がいた」，また「[未来に]転輪シャンカ [王]と弥勒如来が現れるで
あろう」などの区別によって区分された，過去のもの等を対象とするヨーガ行者たちの認識は
ありえないことになる。というのも，存在しないものに区別はないからである。それ故，シュ
リーハルシャ [王](208)等の過去および未来の存在は，[それらが]実体 [であること]が否定され
ることをその性質とはしない。[それらの存在は，過去世あるいは未来]世によって包摂される
物質的存在等として教示されているからである。ちょうど現在の [存在] のように。というの
も，世尊によって，

「比丘たちよ，もし過去の物質的存在がなかったら，多聞の聖なる弟子は，過去の物質
的存在に対して関心を捨てることはなかったであろう。むしろ過去の物質的存在が存在
するから [こそ]，多聞の聖なる弟子は，過去の物質的存在に対して関心を捨てる [こと
ができる]のである(209)」

というように詳説されているからである。同様に，

「およそ過去の物質的存在や未来等の [物質的存在]全てを集めた後に，[それらを総称し
て]『物質的存在の集合 (色蘊)』と名づける(210)」

云々と説かれている。

(204) ＜異熟因＞は，AKBhにおいて以下のように説明されている。AKBh 89,17 ad AK 2.54cd (vipākahetur aśubhāh.
kuśalāś caiva sāsravah. .): akuśalāh. kuśalasāsravāś ca dharmā vipākahetuh. , vipākadharmatvāt.「悪しき [ダルマ]と
煩悩を伴う善なるダルマが異熟因である。[それらには]応報をもたらす性質があるからである。」

(205) AKBhにおける平行箇所 (AKBh 295,21–296,1)の訳等については，秋本・本庄 [1978: 87], 小谷・本庄 [2007:
112]を参照のこと。

(206) マーンダートリ (Māndhātr
˚
) という王の名は，AKBh 119,7 において，湿生で生まれる人間の一例として言

及されている。この王がなぜ湿生によって生まれたかについては AKVy に説明がある。(AKVy 265,20–22:
upos.adhasya kila rājño mūrdhni pit.ako jātah. . tasya vr

˚
ddher anvayāt paripākānvayāt paribhedānvayād dārako jātah.

so ’yam. māndhāteti sam. svedajo bhavati.) また，赤沼 [1967: 407f.]も参照のこと。
(207) ブラフマダッタ (Brahmadatta)という王の名も，やはり湿生によって人間が生まれる場合の例として AKVyに

言及されている。(AKVy 265,24f.: brahmadattasya kila rājña urasi pit.ako jātah. . tasya vr
˚
ddher anvayāt pūrvavad

yāvad dārikā jātā. seyam. kapotamālinı̄ti.) 赤沼 [1967: 104]も参照のこと。
(208) チベット語訳は，rgyal po dga’ ba’i dpal (「ハルシャ・シュリー王」あるいは「吉祥なるハルシャ王」)となって

いるため，王の名の可能性が高いが，特定の人物の名を指しているかどうかは不明である。ここでは過去およ
び未来のものの例として挙げられているため，特定の人物ではなく，当時のインドにおける一般的な名前を挙
げている可能性もある。

(209) この一節は，校訂テキストの脚注にも示した通り『雑阿含経』(Taisho 99, vol.2, 20a14–21)からの引用であると
考えられるが，AKBh にも同様のものが引用されている。AKBh の当該箇所 (AKBh 295,9f.) の訳等について
は，秋本・本庄 [1978: 86f.],小谷・本庄 [2007: 111]を参照のこと。

(210) 校訂テキストの脚注にも示した通り，この一節も『雑阿含経』(Taisho 99, vol.2, 13b15–17)からの引用であると
考えられるが，AKBhにも類似するパッセージが引用されている。AKBhの当該箇所 (AKBh 13,5f.)の訳につ
いては，櫻部 [1969: 172]を参照のこと。
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(K505,26; S616,20) [TS 1789cd の adhvasam. graharūpādibhāvādeh.という複合語のうち]

「adhvasam. graha-」[という部分は]，[過去世あるいは未来] 世による包摂がある [という所
有複合語で，次の-rūpādi-を修飾し，全体としては「[過去あるいは未来]世による包摂がなされ
る物質的存在等」と [分解される]。[-rūpādi-の中の]「ādi」という語によって，感受 (vedanā,受)

等 [も]包含される。それら (＝過去・未来世による包摂がなされる物質的存在等)の「bhāva」
とは，物質的存在等であることということである。ここ (=複合語の中の-bhāvādeh. )において
も「ādi」という語 [が使用されているが，それ]によって，[過去および未来の存在は四聖諦の
うちの]苦と [苦の]集合・[三法印のうちの]無常なるもの・無我なるもの等として教示されて
いるから，ということ [も]把握される。(TSP ad TS 1786–1789)

2. 説一切有部による作用説とそれに対する批判

2.1. 説一切有部およびサンガバドラによる作用の定義
(K506,3; S616,23) [反論:] あるいは [以下のような反論]もあるかもしれない。「[存在要素の

本性が]虚空のように常に存在する [というならその]ことから，その場合いかにして過去のも
の等 [それぞれ]の確立があるのか」というので，[説一切有部は]「na caivam」云々と答える。

しかしながらここでは (=三世実有論においては) そのように，「この [三] 世の区別は
どのようにして [なされるの]か」と考えるべきではない。この [三]世の区分は作用に
よって規定されるからである(211)。(TS 1790)
[すなわち]作用 [を獲得した]状態にある(212)ものが「現在のもの」と呼ばれる。作用を
失ったものが「過去のもの」[と呼ばれ]，それ (＝作用)を [未だ]獲得していないものが
「未来のもの」[と呼ばれる]。(TS 1791)
また諸々の存在要素の作用とは，＜結果を引き寄せること＞ (phalāks.epa) であって，
[作用は結果を] 生み出すものではない。また諸々の過去 [の存在要素] には＜ [結果を]
引き寄せること＞がない。これ故，[過去のものに]作用はありえない。(TS 1792)

[説一切有部:] [「『この三世の区別はどのようにしてなされるのか』と考えるべきではない」
(TS 1790ab)というのは，]以下のような理由による(213)。[すなわち，]作用を獲得したものが
「現在のもの」と呼ばれ，作用が静止したものが「過去のもの」[と呼ばれ]，作用を未だ獲得し
ていないものが「未来のもの」[と呼ばれる]ことから，[三]世 [のそれぞれ]は作用によって確
立されるからである。

(211) Cf. 太田 [1979: 55]:「この三世の区分は「作用」(kāritra)によると考えられる。」
(212) チベット訳: byed pa la ni gang gnas pa より，このように訳出した。Cf. Schayer[1938: 35]: “What is just

manifesting its kāritra is called present, ...” また cf. 太田 [1979: 55]:「「作用」を起しているものが現在といわ
れ・・・」

(213) この冒頭の yatah.は，TS 1790d 句の yat を注釈したものと考えられる。対応する TS のチベット語訳も gang
phyirとなっている。
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[問:] それでは，ここではどのような作用が意図されているのか。[説一切有部:] 見ること等
を特徴とする働き (vyāpāra)[が作用]である。例えば，眼等の五つ [の感覚器官]には見ること
等 [の作用](214)がある。なぜなら(215)，眼は見る，耳は聞く，鼻は嗅ぐ，舌は味わう等 [の作用
をなす] からである(216)。[諸々の感覚器官による] 認識はまた，認識するという [作用をなす]

ことから認識主体である [が，認識主体であることと認識するという作用自体の間にちがいは
ない(217)。同様に，]色かたち等が [それぞれに対応する]感覚器官の対象領域であること [もま
た作用である(218)](219)(220)。 [反論 (経量部):] もしそうである場合，現在の，認識作用に参与し
ていない (tatsabhāgasya, 彼同分)(221) 眼が睡眠等の状態にあるとき，[その眼に]作用は存在し
ないので [その眼は]現在のものではないということになるだろう(222)。

(K506,16, S617,14) [説一切有部:] あるいは作用は，＜結果を与えることと受け取ること
(phaladānagrahan. a)＞を特徴とする。例えば，眼 [という原因]には，[眼と]＜共に生じる [原

(214) 秋本・本庄 [1978: 97, n.15f.]によると，サンガバドラは『順正理論』において darśana(視覚機能)を作用に含め
ていないとされる。

(215) Schayer[1938]は，yatah.を「そのこと (kāritra)にもとづいて」と解釈しているようである。Schayer[1938: 35f.]:
“it is [the special potency] by which the eye is seeing, the ear is hearing, the nose is smelling, the tongue is tasting
etc.; it is [further the special potency] by which consciousness (vijñāna) is active as cognizing; [and finally] it is [the
special potency] by which visual forms (rūpa) etc. are made objects of the corresponding sense-organs (svendriya
gocaratva).”

(216) AKBh 31,15f.にも類似する記述が存在するが，そこでは「カシュミールの毘婆沙師たち (Kāśmı̄ravaibhās.ika)」
による定説とされている。

(217) Cf. AKBh 31,4f.: yadi hi vijñānam. vijānātı̄tı̄s.yate, na ca tatra kartr
˚
kriyābhedah. . evam atrāpi. 「というのも，もし

『認識が認識する』ということが認められるとすれば，その場合，[認識することという作用を]なす主体と作用
[自体] の間にはちがいはない。[「眼が見る」という] この場合も同様である。」(櫻部 [1969: 221] も参照のこ
と。)

(218) AKVyにおける平行箇所 (AKVy 7f.: rūpādı̄nām api svendriyagocaratvam. kāritram)より，このように補った。
(219) 下記の AKVyの記述からも，ここでは十八界の三分類に則して，kāritraの三つの側面 (要素)が述べられてい

ると考えられる。三つの側面とはすなわち，(1) 見ること等は眼等の感覚器官によってなされること (認識の
よりどころあるいは＜根＞としての側面)，(2) 諸々の感覚器官によって生じる認識は，認識する主体でもあ
ること (認識主体あるいは＜界＞としての側面)，(3)色かたち等が六つの感覚器官 (六根)それぞれの対象であ
ること (認識対象あるいは＜処＞としての側面) である。AKVy 76,34–77,2: kātritram. caks.urādı̄nām. darśanādi,
vijñānadhātūnām. vijñātr

˚
tvam, vis.ayadhātūnām. tadvis.ayālambanabhāvah. .

(220) AKBhT.における，ここまでの記述との平行箇所 (AKBhT. 137b2f.; P273a7f.;秋本 [1993: 61,15f.])の訳等につい
ては，秋本 [1993: 52f.]を参照のこと。

(221) AKVy 471,9f.: yad dhi kāritralaks.an. am. svakarma na karoti tat tatsabhāgah. . tasya ca nāsti kāritram. darśana-
laks.an. am より，このように訳出した。＜彼同分＞については，AK および AKBh において以下のような
説明がある。AKBh 28,1: yo na svakarmakr

˚
t // (AK 1.39d) uktam. bhavati, yah. svakarmakr

˚
t sa sabhāga iti. tatra

yena caks.us.ā rūpān. y apaśyat paśyati draks.yati vā, tad ucyate sabhāgam. caks.uh. .「[彼同分とは]自身の行為をなす
ことがないものである。(AK 1.39d) [このことによって]行為に参与するもの (sabhāga)は [反対に]自身の行為
をなすものであると述べられたことになる。そのうち，[もしある人が自身の]眼によって色かたちをすでに見
た，現に見ている，やがて見るであろう [という状態にある]ならば，そ [の眼]は『同分の眼』と呼ばれる。」(櫻
部 [1969: 213]，秋本・本庄 [1978: 97, n.(15)f.]も参照のこと。)

(222) AKBh における関連箇所 (AKBh 297,15) の訳等については，秋本・本庄 [1978: 89f. with n.15], 小谷・本庄
[2007: 115]を参照のこと。また，AKBhT.における関連箇所 (AKBhT. D137b2f.; P273a7f.;秋本 [1993: 61,15f.])
の訳等については，秋本 [1993: 52f.]を参照のこと。
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因](sabhabhū[-hetu], 倶有 [因])(223)＞である＜生起 (jāti)(224)＞等の諸々の存在要素がある [が，
それらは同時に] ＜人間の行為の [ような] 結果 (purus.akāraphala, 士用果)(225) ＞で [も] ある。
[さらに] 直後に生起する眼という感覚器官は，[直前の眼という原因(226)にとっての] ＜人間
の行為の [ような]結果＞である(227)[と同時に]，＜補助的な力による結果 (adhipatiphala,増上
果)(228) ＞であり，＜流れ出る結果 (nis.yandaphala, 等流果)(229) ＞で [も] ある。眼はこれらの
結果を生み出すことから＜ [結果を]与えるもの＞であり，原因の状態にあることから＜ [結果
を]受け取るもの＞である [ため]，「現在のもの」と言われる(230)。

(223) ＜倶有因＞は，AK および AKBh において以下のように定義されている。AKBh 83,16f.: sahabhūr ye
mithah. phalāh. / (AK 2.50b) mithah. pāram. paryen. a ye dharmāh. parasparaphalās te parasparah. sahabhūhetuh. .「倶
有 [因]は互いに結果となるものである。(AK 2.50b)「互いに」とは相互にということである。諸々の存在要素
が相互に [士用]果である場合，それらは相互に倶有因である。」

(224) AKBh 75,19: jātis tam. dharmam. janayati. 「生起は，その [形成された]存在要素 (有為法)を生じさせる。」
(225) ＜士用果＞は，AKおよび AKBhにおいて以下のように説明されている。AKBh 95,1–4: paurus.am. dvayoh. //

(AK 2.56d’) sahabhūsamprayuktakahetvoh. purus.akāraphalam. purus.abhāvāvyatirekāt purus.akārah. purus.a eva. ta-
sya phalam. paurus.am. ko ’yam. purus.akāro nāma. yasya dharmasya yat kāritram, purus.akāra iva hi purus.akārah. .
「[倶有因と相応因の]二つ [の原因]には，＜人間による [かのような結果]＞がある。(AK 2.56d’)倶有 [因]と
相応 [因] の二つの原因には，＜人間の行為 [のような] 結果 (士用果) ＞がある。人間の行為とは人間 [そのも
の]に他ならない。[人間の行為は]人間であることを越え [て別に存在す]ることはないからである。それの結
果が，[AK 2.56d’において述べられるところの]『人による [かのような結果]』である。この『人間の行為』と
いうのは一体何か。あるダルマが作用を有するとき，[その作用がそのダルマの士用である]。というのも，人間
の行為 [と呼ばれるの]は，人間の行為のようである [からである]。」(この箇所の訳等については，櫻部 [1967:
393], [1969: 384]も参照のこと。)

(226) ここで「直後に生起する眼という感覚器官」の原因として想定される直前の眼は，アビダルマの体系に従えば
＜同類因＞か＜能作因＞に分類されると考えられる。すなわち，＜同類因＞としての直前の眼からはその＜等
流果＞としての「直後に生起する眼という感覚器官」が生じるが，同時に＜能作因＞でもある直前の眼からは，
＜増上果＞として「眼という感覚器官」という結果が生じる，ということである。

(227) AKBh によると，＜士用果＞は＜倶有因＞と＜相応因＞という二つの原因からだけでなく，例えば＜同
類因＞など他の原因から生起することもあるとされる。AKBh 95,4–6: kim anyes.ām apy asti purus.akāra-
phalam utāho dvayor eva. anyes.ām apy asty anyatra vipākahetoh. . yasmāt sahotpannam. vā samanantarotpannam. vā
purus.akāraphalam. bhavati, na caivam. vipākah. . 「[問:] 士用果は他 [の原因] の [結果] でもあるのか，あるいは
[倶有因・相応因という]二つ [の原因]のみの [結果]であるのか。[答:] 他 [の原因]の [結果]でもある。 [ただ
し]異熟因の [結果は，士用果とは]別のところにある。士用果は，[原因と]共に生起するか，[原因の]直後に生
起するものであるが，異熟 [因]はそうでないからである。」(櫻部 [1969: 384f.]も参照のこと。)

(228) ＜増上果＞は，AK および AKBh において以下のように説明されている。AKBh 94,19–21:
pūrvasyādhipatam. phalam / (AK 2.56b) kāran. ahetuh. pūrvam uktatvāt pūrvah. . tasyādhipajam. phalam.
anāvaran. abhāvamātren. āvasthitasya kim ādhipatyam. etad eva. aṅgı̄bhāvo ’pi cāsti. 「以前 [に述べられた原
因] の [結果] が＜補助的な力による結果 (増上果) ＞である。(AK 2.56b) ＜あらしめる原因 (能作因) ＞は以前
に述べられたので，『以前 [の原因]』である。それ (=能作因)の [結果]が補助的な力によって生起する結果であ
る。[問:] [補助的な力とは，] 単に [結果の生起を] 妨げないということのみによって定立されたものであるの
に，どうして補助的な力 (増上)がある [といえる]のか。[答:] このこと (=妨げないこと)自体が [増上]である。
また，[能作因にも結果を]生起させる性質がある。」(櫻部 [1967: 392], [1969: 383f.]も参照のこと。)

(229) ＜等流果＞は，AKおよびAKBhにおいて以下のように説明されている。AKBh 94,24f.: sabhāgasarvatragayor
nis.yandah. // (AK 2.56cd) sadr

˚
śaphalatvād anayor nih. s.yandaphalam.「同類の [原因](同類因)と全てに通じる [原

因](遍行因)には，＜流れ出る [結果](等流果)＞がある。(AK 2.56cd) [原因に]類似した結果を有することから，
これら二つ [の原因のみ]に＜流れ出る結果＞がある。」(櫻部 [1967: 393], [1969: 384]も参照のこと。)

(230) AKBhT.における平行箇所 (AKBhT. D137b7–138a1; P273b5f.; 秋本 [1993: 62,7–10]) の訳等については，秋本
[1993: 53]を参照のこと。
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(K506,19; S617,17) [反論 (経量部):] そうである場合，＜同類の [原因](sabhāga[-hetu], 同類
[因])(231)＞や＜全てに通じる [原因](sarvatraga[-hetu],遍行 [因])(232)＞や＜応報をもたらす原因
(vipākahetu,異熟因(233))＞が過去のものであったとしても，[＜流れ出る結果＞等の(234)]＜結
果を与えること＞が認められることになるので，[これら過去の原因が]現在のものであること
になってしまう。 あるいは，作用とは＜結果を与えることと受け取ること＞という [両方の]

特徴を兼ね備えたものであると認められるとしても，過去の同類因等は [結果を与えるもので
もあるため] 半分現在のものであるということになってしまう(235)。以上のような [作用説の]

欠陥を懸念して，サンガバドラ (Sam. ghabhadra)先生(236)は [以下のように]述べる。

「諸々の存在要素の作用とは，結果を引き寄せる能力のことであって，結果を生み出す
ことではないと述べられる。そして，諸々の過去のものである同類の原因等には，結果
を引き寄せることはない。まさしく現在という境位において [結果を] 引き寄せ終えて
いるからである。また，[すでに結果を] 引き寄せ終えたものが [さらに結果を] 引き寄
せることは不合理である。無限遡及となってしまうからである。それ故，諸々の過去の
ものには作用はありえない。従って，[過去のものに現在のものの特徴があるというよ
うな]特徴の混乱はない(237)」と。

(231) ＜同類因＞は，AK および AKBh において以下のように説明されている。AKBh 85,8–13: sabhāgahetuh.
sadr

˚
śāh. (AK 2.52a) sadr

˚
śā dharmāh. sadr

˚
śānām. dharmān. ām. sabhāgahetuh. , tadyathā kuśalāh. pañca skandhāh.

kuśalānām anyonyam. klis.t.āh. klis.t.ānām avyākr
˚
tā avyākr

˚
tānām. ... bāhyes.v api yavo yavasya śālih. śāler iti vistaren. a

yojyam.「＜同類の原因＞とは，類似したものである。(AK 5.52a)諸々の類似したダルマは，諸々の類似したダ
ルマの＜同類の原因＞である。例えば，善なる五蘊は善なる [五蘊]にとって相互に [同類の原因であり]，諸々
の汚れた [ダルマ]は諸々の汚れた [ダルマ]にとって，[善とも悪とも]いえない諸々 [の中性のダルマ]は [善と
も悪とも]いえない諸々 [の中性のダルマ]にとって，[同類の原因である]。(中略)諸々の外界 [の事物]につい
ても，麦は麦の，稲は稲の [同類の原因である]というように，広く適用されるべきである。」(櫻部 [1967: 388],
[1969: 359f.]も参照のこと。)
また，AKBh 85,22f.: agrajāh. (AK 2.52b’) pūrvotpannāh. paścimānām utpannānutpannānām. sabhāgahetuh. . anāgatā
naiva sabhāgahetuh. . 「[＜同類の原因＞は]先に生じたものである。」諸々の先に生起した [ダルマ]が，[後に]
生起した，あるいは未だ生起しない諸々 [のダルマ]の＜同類の原因＞である。諸々の未来の [ダルマ]は決して
＜同類の原因＞ではない。」(櫻部 [1967: 389], [1969: 361]も参照のこと。)

(232) ＜遍行因＞については，AKBh 89,2–5 ad AK 2.54abおよび櫻部 [1967: 390], [1969: 370f.]を参照のこと。
(233) ＜異熟因＞については，AKBh 89,15–17 ad AK 2.54cdおよび櫻部 [1967: 390f.], [1969: 371–374]を参照のこ

と。
(234) AKBhT. D138a1; P273b7;秋本 [1993: 62,11f.]: ’bras bu ’byin pa’i phyir (AKBh 297,16: phaladānāt) dang zhes

bya ba la rgyu mthun pa dang /より，このように補った。
(235) AKBhT.における関連箇所 (AKBhT. D138a1f.; P273b6–8; 秋本 [1993: 62,10–63,2]) の訳等については，秋本

[1993: 54]を参照のこと。
(236) サンガバドラ (衆賢)は，カシュミール地方出身の説一切有部の論師で，活動年代はAKBhの著者ヴァスバンドゥ

(ca 400–480) とほぼ同時代の 5 世紀頃 (Frauwallner[1973: 97f.]) と推定される。主な著作に，*Nyāyānusāra-
śāstra (『阿毘達磨順正理論』玄奘訳, Taisho 1562, vol. 29,以下NAŚと略)と*Abhidharmasamayapradı̄pikāśāstra
(『阿毘達磨顕宗論』玄奘訳, Taisho 1563, vol. 29)がある。両者ともサンスクリット原典およびチベット訳を欠
き，漢訳のみが現存している。両者のうち NAŚは，経量部的傾向をもつ AKBhの所説を正統有部の立場から批
判した書としても有名である。TSP「三時の考察」章の他，AKBhT. , AKVy, Abhidharmakos. at. ı̄kālaks. an. ānusārin. ı̄-
nāma (チベット訳, D4093; P5594)等に引用断片が見られる。サンガバドラの著作や伝記，ヴァスバンドウとの
関係等の詳細については，Cox[1995: 53–63]を参照のこと。

(237) Schayer[1938: 36, n.4]でも指摘されている通り，この部分は NAŚ 631c5–17の内容が要約されたものとなって
いる。(当該箇所の訳については，Schayer[1938: 36–39, n.4],福田 [1988: 50f.],秋本 [2002: 26f.]を参照のこと)
また AKBhT.における平行箇所 (AKBhT. D138a2–5; P273b8–274a4; 秋本 [1993: 63,2–9]) においてもサンガバ
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2.2. 作用と存在要素の関係について: 経量部の立場からの批判
2.2.1. 作用が存在要素と異なる場合

[シャーンタラクシタは]「tair」云々ということによって反論する。

この作用 (kāritra)は，存在要素と異なるものであるか，それ (=存在要素)と同じもの
であるかのいずれかであると彼ら (=説一切有部の人々)によって認められなければなら
ない。なぜなら，[その両者]以外の可能性は，実在に関するものとしては決して存在し
ないからである(238)。(TS 1793)
[作用が存在要素と]異なるものである場合，[推論式:] 「諸々の現在 [の存在要素]は以
前にも以後にも本性をもたない [ことになる]と理解されなければならない。[あるもの
の]原因であることや因果的存在 (sam. skr

˚
ta,有為)であること等にもとづいて。ちょう

ど作用がそうであるように。」(TS 1794)
さもなければ (＝現在の存在要素が以前にも以後にも本性をもつ場合)，[あらゆる因果
的存在は]恒常であるということになってしまう。[その]本性が常に確立されているこ
とになるからである。というのも，このような性質以外に恒常 [であること] の定義的
特徴は存在しないからである(239)。(TS 1795)

その作用は，存在要素と異なるものであるか，異なるものでないかのいずれかであるとい
うことが彼ら (＝説一切有部の人々)によって承認されなければならない。異なる [こと]と異
ならない [こと]は相互に排斥し合うことによって確立されることを特徴とするから [であり]，
[また二者のうちの]一方の否定は他方の肯定と不可離の関係にあるからである。実在に関して
[異なるか異ならないか以外の]別の可能性は存在しない。それら [二つの可能性]のうち，もし
[作用が存在要素とは] 異なるものである場合，[推論式:]「諸々の現在 [の存在要素] は，以前
と以後の状態において(240)本性をもたないことになるであろう。『[あるものの] 原因であるこ
とや因果的存在であること等』という証因にもとづいて。ちょうど作用がそうであるように。」
[TS 1794cの「原因であることや因果的存在であること等にもとづいて」における]「等」とい
う語によって，実在であること (vastutva)等 [も]把握される。さもなければ，[すなわち]もし
以前と以後において [存在要素が] 本性をもたないということがなければ，あらゆる因果的存

ドラの説が紹介されているが，その箇所の訳等については，秋本 [1993: 54]を参照されたい。NAŚや AKBhT.
においては能力 (śakti)と作用 (kāritra)のちがいなど，TSPでは曖昧であった点が詳細に論じられている。NAŚ
によると，存在要素の能力には二種，すなわち作用 (＝結果を引き寄せる能力)とそれとは別の能力 (眼の色を
見る能力や結果を与える能力等)があるという。例えば，暗闇においては眼の見る能力は妨げられるものの，作
用 (=結果を引き寄せる能力)は妨げられないため，作用の有無によって三世の区別が確立されると考えること
ができる。なお，サンガバドラの作用説については，秋本 [2002],青原 [1986],福田 [1988]も参照のこと。

(238) Cf. 太田 [1979: 56]:「それ以外に実在するものの取るべき形式はないからである。」
(239) Cf. 太田 [1979: 56]:「そうでなければ，自性は常に固定したものとなるから，[すべての有為のものが]常住なも

のとなってしまう。実際 [恒に変らず存続するダルマの]本体を離れて，常住の相はありえない。」
(240) 説一切有部による三世実有論の文脈でいえば，この avasthā は「境位」と訳すべきであろうが，この部分は

シャーンタラクシタによる批判なので，より一般的に「状態」と訳出した。
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在は恒常であるということになってしまう。[その]本性があらゆる時に確立されることになる
からである。また，[本性が]常に存在することを除いては，恒常であることの定義的特徴は存
在しない。[ダルマキールティも]以下のように述べている。

「賢者たちは，消滅することのない本性 (svabhāva)のことを恒常なものと呼ぶ(241)。(PV

2.204ab)」

と。(TSP ad TS 1793–1795)

(K507,3; S618,18) 以下のような [反論]があるかもしれない。「もし [あらゆる存在が] 恒常
であることになる(242)場合 [でも]，どうして＜原因であることや因果的存在であること等＞と
いう証因(243)が所証 (＝以前にも以後にも本性をもたないこと) の異類と矛盾するといえるの
か(244)」というので，「nityasya」云々と答える。

恒常なものが [あるものの]原因であることは，[その原因が]継時的に [結果をなすこと]
とも同時に [結果をなすこと] とも矛盾するので，以前にすでに否定された。実に，＜
因果的存在であること＞が恒常なものにおいて [成立する] 余地がないことは明白であ
る(245)。(TS 1796)
作用が [五]蘊 (skandha)等とは別のものとして詳説される (upavarn. ana)なら，自派の
定説との矛盾は避けがたいものとなるであろう。(TS 1797)

「以前に」とは「恒常な存在の考察 (=TS/TSP第 8章)」においてである。[説一切有部を含む全
ての仏教徒にとって]あらゆる因果的存在が無常であることは認められているので，＜因果的
存在であること＞が恒常なものにおいてありえないということはまさしく明確に決定されてい
る。さらにまた，作用が [五]蘊・[十八]界 (dhātu)・[十二]処 (āyatana)とは別のものとして詳
説されるなら，定説との矛盾が起こる。というのもすなわち，世尊によって

「バラモンよ，あらゆる一切のものというのはすなわち，五蘊と十二処と十八界である」

(241) Vetter[1990: 104]の独訳も参照のこと。
(242) 校訂テキストの脚注にも示した通り，文脈から J の読み: nityatāsaktih.を採用する。反論者のここでの言明は，

直前の TS 1795aにおける「さもなければ (=現在の存在要素が以前にも以後にも本性をもつ場合)，[あらゆる因
果的存在は]恒常であるということになってしまう」を受けていると考えられるからである。反論者は立論者の
結論 (=現在の存在要素が以前にも以後にも本性をもつと考えた場合，あらゆる存在は恒常であることになって
しまう)を受けつつ，改めてそのような場合でも，恒常なものが [あるものの]原因であったり因果的存在であっ
たりしうる可能性を指摘していると理解しておきたい。

(243) TS 1794 に見られる，作用が存在要素と異なる場合の推論式:「諸々の現在 [の存在要素] は以前にも以後に
も本性をもたない [ことになる] と理解されなければならない。[あるものの] 原因であることや因果的存在
(sam. skr

˚
ta,有為)であること等にもとづいて。ちょうど作用がそうであるように」における証因「[諸々の現在の

存在要素は，あるものの]原因であり因果的存在等であるから」を指す。
(244) この反論者の問いの意図は，簡潔に言うと，恒常なものであっても何らかの別のものの原因となったり，恒常

なもの自体が因果的存在であったりすることがあるのではないか，といったものであると考えられる。
(245) Cf. 太田 [1979: 56]:「有為性が常住なものに依処を持たないことは明らかである。」
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と述べられているからである。(TSP ad TS 1796–1797)

2.2.2. 作用が存在要素と異ならない場合
[作用が存在要素と]異ならない場合はまた，[推論式:]「作用はあらゆる時間に存在する
ことになる。存在要素と相違しないことから。存在要素 [自身の]固有の性質 (svarūpa)
のように(246)。」(TS 1798)
それ故また，このような [三] 世の区分はそれ (＝作用) によって規定されることはな
い(247)。というのも，それ (＝作用)の喪失・獲得・未獲得は，別々に [起こることは]な
いからである(248)。(TS 1799)

(K508,1; S619,10)あるいはもし [存在要素と]異ならない作用が承認されれば，ちょうど存
在要素 [自身] の固有の性質のように，それ (＝存在要素) と相違しないことから，それ (＝作
用)もまたあらゆる時間に存在することになる。それ故また，作用を失ったものが過去のもの
で，それ (＝作用)を獲得したものが現在のもので，それ (＝作用)を未だ獲得していないもの
が未来のものである，というような作用による [三] 世の区分はありえないであろう。なぜな
ら，もしこの作用の喪失・獲得・未獲得が別々に [起こり]うるなら，このような [三]世の区
分はありうるであろうが，[実際には]それら (＝作用の喪失・獲得・未獲得)は，別々には [起
こり]えないからである。[なぜそれらが別々に起こりえないかといえば，]常に存在し単一の
性質をもつものには [そもそも]区分が存在しないからである(249)。(TSP ad TS 1798–1799)

あるいは作用と相違しない [とすればその]ことから，存在要素は，ちょうど作用と同様
に，以前と以後 [の際]が切断され，中間 [部分]のみであるような存在性を有するもの
となるであろう(250)。(TS 1800)

(K508,8; S619,16) さらに作用と相違しない [とすればその] ことから，存在要素はまた，
ちょうど作用のように，以前と以後の際を欠いた存在性と結びつくことになる。[pūrvāpara-

vyavacchinna-madhyamātraka-sattvavān という複合語のうち]「以前と以後 [の際] が切断され
た」[という句]は以前と以後の際を欠いた [という意味で，「以前と以後 [の際]が切断され，]

(246) Cf. 太田 [1979: 56]:「ダルマそれ自体のように・・・」
(247) Cf. 太田 [1979: 56]:「それ [「作用」]によって三世の区分を考えるのは正しくない。」
(248) Cf. 太田 [1979: 56]:「[常住なダルマと一体の]その [「作用」]が已に滅したとか，現に獲得されているとか，ま

だ獲得されていないなどの区別はありえないからである。」
(249) Cf. Schayer[1938: 41f.]: “Indeed this distinction of Times is possible only when attaining and not attaining [of

the present] are understood as [two real and] distinctly differentiated [states] of the kāritra and precisely those two
[states] cannot be distinctly differentiated because there is no such a differentiation for [entities] which perpetually
persist in the same unique essense.”

(250) Cf. 太田 [1979: 56]:「また，ダルマは「作用」と別でないから，「作用」と同様に，時間的前後の両際から断絶
した中間のみにある，瞬間的存在となるであろう。」また，cf. 菅沼 [1964: 88]: 「あるいは，法もまた作用を離
れないのであるから，作用のごとくに，前と後を切り離した真中においてのみ存在性をもつもの (sattvavat)で
あろう。」

2015 copyright Association for the Study of Indian Philosophy
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中間 [部分]のみであるような存在性」というように分解される。これ (＝存在要素)にそのよ
うなものが存在するというのが，「そのこと (＝以前と以後 [の際]が切断され，中間 [部分]の
みであるような存在性)を有する」ということである。(TSP ad TS 1800)

2.3. 作用の第三の可能性に対する批判と作用の作用の否定
(K508,11; S619,19) [シャーンタラクシタは]「kāritram」云々ということにより，[説一切有

部が]相互に矛盾することを認めていることを指摘して嘲笑する。

[説一切有部は，]作用は必ずしも [三時]全ての時において存在するわけではないが，存
在要素は常時 [存在する]と述べる一方で，作用は存在要素と異なるものではない [とも
述べる]。[これは]明らかに神々のなせる業 (devavices.t.ita)である。(TS 1801)(251)

もし別の作用に依拠して [三]世が定立されるという場合，それ (=別の作用)に対しても
[これまでと]同じ詰問 (paryanuyoga)が [向けられるだけでなく，その後さらに想定さ
れる]全て [の作用]に対してこの [詰問]が向けられる [ことになる]のではないか(252)。
(TS 1802)

[説一切有部に対する反論:] 「そのようである (=存在要素と作用が異ならない) 場合，物質
的存在等の存在要素は作用と相違しないことから，必ずしも常に存在するとは限らないという
ことになる」というならば，[説一切有部は]「存在要素は常時 [存在する]」と答える。[反論:]

「そうであるとしても，[存在要素が常時存在することを認めれば]作用は存在要素と異なるも
のであることになってしまう」というならば，[説一切有部は]「一方また，作用は存在要素と
異なるものではない」と答える。「神々」とは，主宰神 (ı̄śvara)等のことである。[「神々のな
せる業である」とは，]彼ら (=神々)は [ある行為が]合理的か合理的でないかを考えることな
くまさしく恣意的に (svātantryen. a)行動する。ちょうどこのような，彼ら (＝神々)のなす合理
性とは無関係な行いが恣意的な行動であるように，これ (=説一切有部の主張)もそれ (＝神々
のなす行い)と同様であるという意味である。(TSP ad TS 1801)

(251) ここでは AKBhにも見られる以下の偈が踏まえられているが，この偈は AKBhにおいて，ヴァスバンドウによ
る説一切有部説に対する批判を支持するものとして引用されている。(秋本 [2002: 29]も参照のこと)
AKBh 298,20-23: āha khalv api:
svabhāvah. sarvadā cāsti bhāvo nityaś ca nes.yate /
na ca svabhāvād bhāvo ’nyo vyaktam ı̄śvaraces.t.itam //
「実に [ある人は]また [以下のように]述べた。『[存在要素の]本性は常に存在するが，その状態は恒常であると
は認められない。しかも，状態は本性とは別のものではない。[これは] 明らかに主宰神のなせる業である。』」
(訳は秋本・本庄 [1978: 91]も参照のこと)

(252) Cf. 太田 [1979: 56f.]:「もし，もう一つ別の「作用」によって，その「作用」の時間的区分が成立すると考えて
も，[それら二つの「作用」が別であるか，そうでないかによって，前と]同様の問題がどこまでもつきまとう。」
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さらに，もし [ある]作用が [別の]作用 [を想定すること]なしに(253)未来等のものであると
認められる場合，[三] 世 [それぞれ] が作用によって確立されると述べられるべきではない。
[作用自身の三世それぞれが作用によって確立されないこととなるため] 逸脱となるからであ
る。ちょうど作用がそれ自体の存在性に依拠して未来のもの等として確立されるのと同様に，
諸々の事物もまた [それ自体の存在性に依拠して] 未来のもの等であることになるであろう。
その場合，作用を想定することにどのような意義があろうか [，いや無意義である](254)。ある
いはもし逸脱の誤りがあってはならないと [考えて]＜作用の作用＞も [仮に]認めるとすると，
それ (=作用の作用)に対しても，[存在要素との相違・不相違等あるいは二つの作用の間の]相
違 [・不相違]等が検討されることによって同じ詰問が [向けられる]他，無限遡及の誤り [に陥
ること]となる(255)。(TSP ad TS 1802)

2.4. 「存在要素の本性は作用によって区別される」という主張とそれに対する批判
(K508,25; S620,11)「[存在要素と]異ならない場合はまた，作用はあらゆる時において存在

することになる。ちょうど存在要素 [自身]の固有の性質 (dharmasvarūpa)のように。[存在要
素との]ちがいがないから (cf. TS 1798, TSP 619,10f.)」と述べられたことに対して，尊者サン
ガバドラは述べる。

[サンガバドラ:] 「[ある存在要素の]固有の性質と相違しないにもかかわらず(256)，[そ
の存在要素を他の存在要素から区別する]限定要素 (viśes.a)(257)が見られる。例えば [地
の要素等とその属性である]＜抵抗性をもつこと＞ (sapratighatva(258))のように」とい

(253) AKBhT.における平行箇所においては，「別の作用なしに (bya ba gzhan med par)」となっている。(AKBhT.
D139a7f.; P275b1f.; 秋本 [1995: 182,5f.]: gal te bya ba la bya ba gzhan med par ma ’ongs pa la sogs pa nyid du
’dod na ...)

(254) AKBhT.における平行箇所 (AKBhT. D139a7–b2; P275b1–3; 秋本 [1995: 182,5–9]) の訳等については，秋本
[1995:176]を参照のこと。

(255) AKBhT.における平行箇所 (AKBhT. D139b2f.; P275b3f.;秋本 [1995: 182,9–11])の訳等については，秋本 [1995:
176]を参照のこと。

(256) Cf. 太田 [1979: 57]:「ダルマは，ものそれ自体 (svarūpa)と別でなくても・・・」
(257) viśes.aという語は，TSPと若干文脈は異なるものの，YBhの三世実有論の中にも見られる。Cf. YBh 183,10–

12 ad YS 4.12: sataś ca phalasya vartamān. ı̄karan. e samartham, nāpūrvopajane. siddham. nimittam. naimittikasya
viśes.ānugrahan. am kurute, nāpūrvam utpādayatı̄ti.「また，[行為は]存在している結果を現在のものにする能力を
もつのであって，新たなものを生み出す [能力をもつ]わけではない。確立された動力因は，動力因によって生
み出されるものに特性を付与するのであって，新たなものを生み出すわけではない。」

(258) sapratighaという語は AK 1.29bに見られるが，AKBhでは以下のように注釈されている。sapratighaなるもの
とは具体的に，色蘊に含まれる十界つまり５つの感覚器官 (視覚器官～触覚器官)とその対象 (色かたち～感触)
のことを指す。
AKBh 19,4–6: sapratighā daśa / rūpin. ah. (AK 1.29bc)
ya ete rūpaskandhasam. gr

˚
hı̄tā daśa dhātava uktās te sapratighāh. . pratigho nāma pratighātah. . sa ca trividhah. .

āvaran. avis.ayālambanapratighātah. . tatrssvaran. apratighātah. svadeśe parasyotpattipratibandhah. , yathā hasto haste
pratihanyate, upale vā, upalo ’pi tayoh. . 「物質的存在に属する十のものは，抵抗性をもつものである。(AK
1.29bc)すでに説かれたこれら色蘊に含まれる十界は，抵抗性をもつものである。『抵抗』とは，抵抗すること
である。そしてそれは三種類ある。障害 [として抵抗性をもつこと] と領域 [として抵抗性をもつこと] と対象
[として抵抗性をもつこと]とである。そのうち，障害として抵抗性をもつこととは，自身の [存在する]場所に
おいて他のものが生起することに対して妨げとなることである。例えば，手は [他の]手 [がある場所]において
[存在することを]妨げられ，岩は [他の]岩 [がある場所]において [存在することを]妨げられる。[手と岩の]そ
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うならば，[答:] このことは，目下議論されていることに関して [あなた方に]有利に働
くことは決してない(259)。(TS 1803)
というのも，[必ず] 引き続いて存在する (anugāmin) 事物 (padārtha) のもつ＜抵抗性
をもつこと＞等 [の属性]は，時折起こるもの (kādācitka)とは決して考えられていない
からである。まさしく存在とは，そのようなものとして (＝同種のものと異種のものか
ら排除されたものとして)生起する (udbhava)(260)からである(261)。(TS 1804)

[サンガバドラ:] 「[ある存在要素の] 固有の性質と相違しないにもかかわらず，[その存在
要素を]限定する属性が見られる。例えば，地 [の要素]等(262) に抵抗性をもつこと等 [といっ
た属性が見られる]ように。というのも，それら (=地の要素等)は事物としては区別されない
としても，「抵抗性をもつ」「抵抗性をもたない」「眼に見える (sanidarśana)」「眼に見えない
(anidarśana)」(263) といった，[存在要素の]固有の性質と相違しない諸々の属性によって [他の
ものから] 区別されることが理解される。それと同様に，存在要素は作用によっても [区別さ
れるのである]」と。

の両者 [がある場所]において，[別の]岩はまた [存在することを妨げられる]。」
(259) Cf. 太田 [1979: 57]:「しかしそれは本論に何ら資するところはない。」
(260) チベット訳では，brjod phyir ro (TS)，また bstan pa yin te (TSP) と訳されており，udbhavaを「言及されるこ

と」「表現されること」といった意味で解釈しているようである。
(261) Cf. 太田 [1979: 57]:「[あるダルマが実体 (padārtha)に結びつくのは常に一定しているから，ダルマを]包摂す

る実体の「抵触性」等のダルマが，一時的なものとは考えられない。存在は [分解不可能な統一体で]，そのよ
うに [同種のものであれ，異種のものであれ，他の存在から区別されたものとして]生成しているのであるから
[実在と一体のダルマが，一つの実在に区別を与えることはできない]。」

(262) ここで言う pr
˚
thivı̄とは，大地そのものではなく，四大元素としての「地」の要素あるいはその地の要素から構

成されるものを指すと考えられる。大地そのものと地の要素のちがいについて，AKBhでは以下のように述べ
られている。
AKBh 8,23–9,2: kah. punah. pr

˚
thivyadı̄nām. pr

˚
thivı̄dhātvādı̄nām. ca viśes.ah. . pr

˚
thivı̄ varn. asam. sthānam ucyate

lokasam. jñayā / (AK 1.13ab) tathā hi pr
˚
thivı̄m. darśayanto varn. am. sam. sthānam. ca darśayanti /「それでは，地な

どと地の要素などとにはいかなるちがいがあるのか。世間一般の呼び名として，地といえば色と形 [を指す]。
(AK 1.13ab)というのもすなわち，『地』を示そうとする者は，色と形を示すからである。」(この箇所の訳等に
ついては，櫻部 [1969: 159f.]を参照のこと。)

(263) sanidarśana, anidarśanaという語は，AK 1.29abに現れるが，そこでは十八界のうち色かたちのみが sanidarśana
なるもので，それ以外が anidarśanaなものとされている。
AKBh 18,24–19,2: ye punar ime as.t.ādaśa dhātava uktās tes.ām. kati sanidarśanāh. katy anidarśanāh. . sanidarśana
eko ’tra, rūpam. / (AK 1.29ab) sa hi śakyate nidarśayitum idam ihāmutreti. uktam. bhavati anidarśanāh. śes.ā iti.
「すでに述べられた十八界のうち，どれだけのものが眼に見えるもので，どれだけのものが眼に見えないものな
のか。このうち，一 [種，すなわち]色 [界]は，眼に見えるものである。というのも，それ (=色かたち)は『こ
れはここに [ある]，あそこに [ある]』と指し示すことができるからである。残りのものは眼に見えないもので
ある。」
またヤショーミトラは nidarśana を以下のように注釈している。AKVy 58,5–7: kim idam. nidarśanam. nāma.
yena viśes.en. a yogāt tad vastu tathā nidarśayitum. śakyate, sa viśes.o nidarśanam ity ucyate. vacanena parasya
caks.urvijñānam utpannam. vā nidarśanam.
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[答:](264) まさにこのことは，目下議論されていることに関して [あなた方に] 有利に働くこ
とはない。というのもすなわち，ここで議論されていることとは以下の通りである。作用が事
物とは異ならないことが認められる場合，まさしく同一の事物について，[その事物]それ自体
であるところの作用には [その事物との]ちがいはないのであるから，それ (＝作用)によって
このような [三]世の区分 [がなされること]は妥当ではない，という [ことである]。一方，地
[の要素]等は相互の特徴のちがいと結びつくことによって互いに区別される，ということは正
しい。なぜなら，あるものは抵抗性をもつが，あるものは例えば感受 (vedanā)(265) 等のように
抵抗性をもたないからであって，抵抗性をもたないその同じものが抵抗性をもつものになると
いうことはないからである。なぜなら，時折起こるものでありうるような抵抗性をもつこと
等の属性をもつ地 [の要素]等のあるものが，[必ず]引き続いて存在するような同一の事物それ
自体として存在することは決してないからである。それではどうなのかといえば，部分をもた
ない存在は，そのようにしてつまり同種のものと異種のものから排除されたもの (=独自相)と
して(266)生起する。従って，[ある事物自身の]固有の性質と相違しないような [ある]属性が同
一 [の事物]を区別するものになることは正しくない。(TSP ad TS 1803–1804)

(K509,13; S620,24) [反論:] 「もし [ある事物自身の]固有の性質と相違しない [ある]属性が
[同一の事物を] 区別するものにはなりえないとすれば(267)，どうして『物質的存在(268)は抵抗
性をもつものである』というようにあたかも [事物自身の固有の性質とその属性が] 異なるよ
うな表現がなされるのか」というので，「anāks.ipta-」云々と答える。

(264) Schayer[1938: 45]は，ここ以降の箇所についてもサンガバドラの説と理解しているようであるが，直後の TS
1805は明らかにシャーンタラクシタの自説であり，反論と答弁の流れを考慮すれば，この答弁もシャーンタラ
クシタによる自説ととる方が妥当であると思われる。TS 1804cdに対する翻訳 (Schayer[1938: 44]: “we reply:
this theory is useless against the argument in question.”)を見る限りは，Schayer[1938]もそのように理解してい
るように見える。

(265) AKBhにおいて，vedanāは楽・苦・不苦不楽という三種類の直接経験であると定義されている。
AKBh 10,12–14 ad AK 1.14c: vedanānubhavah. (AK 1.14c) trividho ’nubhavo vedanāskandhah. . sukho duh. kho
’duh.khāsukhaś ca. sa punar bhidyamānah. s.ad. vedanākāyāh. , caks.uh. sam. sparśajā vedanā yāvan manah. sam. sparśajā
vedaneti.「感受とは直接経験である。(AK 1.14c)「受蘊とは，楽と苦と不苦不楽の三種である。それはさらに分
けると，六つの感受の集まりである。視覚器官が [視覚の対象である色かたちと]接触することから生まれる感
受，乃至，心が [対象と]接触することから生まれる感受 [の６つ]である。」
Cf. AKBh 54,19–20: tatra vedanā trividho ’nubhavah. . sukho duh. kho ’duh. khāsukhaś ca.

(266) Cf. PV 1.40 (=PVin 2.29): sarve bhāvāh. svabhāvena svasvabhāvavyasthiteh. /
svabhāvaparabhāvābhyām. yasmād vyāvr

˚
ttibhāginah. //

「全ての事物は，それ自体として，[それぞれ]それ自身の固有の性質において確立されているため，同種類のも
のと異種類のものからの排除に依拠している。」
なお Ishida[2011: 198f.] によると，シャーキャブッディは anyāpoha を三種に分類し，その第一のものとして
「排除された独自相 (vyāvr

˚
ttam. svalaks.an. am. )」を挙げているとされる。

(267) Cf. Schayer[1938: 45]: “if there is no sapratighatva as a principle of differentiation existing independently of the
svarūpa itself, ...”

(268) ここでの rūpaは物質的存在，つまり「色かたち」ではなくいわゆる「十色界」のことを指す。また「十色界は
抵抗性をもつ」という表現は，以下の AK, AKBhにおける記述に基づいていると考えられる。
AKBh 19,4–6: sapratighā daśa / rūpin. ah. (AK 1.29bc) ya ete rūpaskandhasam. gr

˚
hı̄tā daśa dhātava uktās te

sapratighāh. .
上記のうち「十のもの (daśa)」とは，具体的に色蘊に含まれる十界すなわち五つの感覚器官 (視覚器官～触覚器
官)とその対象 (色かたち～感触)を指す。
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他の区別が言及されていないような [表現，例えば]「物質的存在にはそれ (=抵抗性をも
つこと)がある」といった表現により，まさしく [同一の]存在がそのように (＝あたか
も異なるものであるかのように)述べられる。ちょうど，「心には潜在印象がある」[と
いう表現]のように(269)。(TS 1805)

「他の区別が言及されていないような [表現]により」とは，別の区別を否定することによっ
て(270)という意味である。「そのように表現される」とは「あたかも異なるものであるかのよう
に [表現される]」ということである。「それ」とは抵抗性をもつことである。「表現によって」
とは，「物質的存在は抵抗性をもつ」というこの [表現]によって [ということである]。[シャー
ンタラクシタは]このことに関して実例を述べる。「ちょうど『心には潜在印象がある』[という
表現]のように」と。「api ca」という [二語の]集合としての(271)不変化辞は，[ここでは] iva(～
のように)の意味で [用いられている]と理解されるべきである。(TSP ad TS 1805)

(K509,21; S621,11)再び同じ者 (=サンガバドラ)が述べる。

「作用は存在要素と異ならない。それ (＝作用) とは別個に [存在要素の] 本性が認識さ
れることはないからである。また [作用は]単なる存在要素でもない。たとえ [存在要素
の]本性が存在するとしても，[作用は]存在しない時があるからである。一方，[作用と
存在要素あるいはその本性との間に] ちがいがないわけでもない。[存在要素の本性は
過去にも存在するが，] 作用が [それ自身の生起] 以前に存在することはないからであ
る(272)。[作用と存在要素の関係は]ちょうど＜連続体 (sam. tāna)＞ [と存在要素の関係]

と同様に [理解されるべきである]。ちょうど存在要素の間断のない生起が連続体と呼ば
れるように，これ (＝連続体)は存在要素と異なるものではない。それ (＝存在要素)と
は区分できないものとして把握されるからである。また，[連続体は]単なる存在要素で
あるということもない。一刹那すらもまた連続体であることになってしまうからであ
る。しかしながら [連続体は] 存在しないわけではない。それ (＝連続体) の結果(273)は
実在するからである(274)」

(269) Cf. 太田 [1979: 57]:「他の種別を排除することなしに (予想しながら)，実在するものの一つの特性だけが，その
ように，[属性と属性保持者という別個の関係として]言葉で表現される。例えば，「心の習気」という [表現の]
如くである。」

(270) カマラシーラは，anāks.iptānyabhedenaという句を，śabdenaにかかる所有複合語とは取らず，śabdenaとは別
の独立した副詞句として解釈している。

(271) Cf. kyang yang zhes bya ba’i tshig phrad gnyis tshogs nas ... T.
(272) ここでは，作用が存在する現在時においては存在要素と異なることはないが，作用が存在しない過去時および

未来時においては，そもそも作用が存在しないため，作用は存在要素とは異なるということが含意されている。
そのため，「以前には存在しないからである」という理由句は，作用と存在要素が同一であることの理由ではな
く，むしろ異なることの理由であると考えられる。

(273) Cox[1995: 144]は，ここでの kāryaを activity(作用)の意味で理解している。
(274) この箇所の訳および解説については，Cox[1995: 144 with n.47]も参照のこと。また，AKBhT.における平行箇

所 (AKBhT. D140a3–5; P276a7–b1; 秋本 [1995: 183,20–184,4])の訳等については，秋本 [1995: 178]を参照の
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と。また，[サンガバドラは以下のように]述べる。

「また連続体の結果は認められる(275)。[しかしながら] そのような何らかの連続体もま
た存在するということではない(276)。それと同様に，作用によって [三]世の [区分が]完
成されるということを，論理に従って理解しなければならない(277)」

と。

2.5. 作用と存在要素の本性 (法自性)の関係性についての批判
以上のことに対して [シャーンタラクシタは]「tattvānyatva-」云々と答える。

もし [説一切有部によって，作用は]ちょうど連続体 (sam. tāna)等のように(278)，[存在要
素と]同じか異なるかという仕方によっては表現されえないと述べられるなら，作用は
[連続体等と] 同様に世俗レベル [の存在] であるということになるのではないか。(TS
1806)
これ故また，それ (=作用)は構想されたものであるので，どのような結果 [の生起]に対
しても寄与することはない。ちょうど連続体のように。なぜなら実在のみが効果的作用
をもつからである。(TS 1807)
そして，それ (=作用)がこのような [形で]現前すること (sam. nidhāna)は，真の [意味
での]存在ではない。従って，それ (=作用)によってなされる三世 [それぞれ]の確立は
真実としては妥当ではない(279)。(TS 1808)(280)

(K510,7; S621,18)「ちょうど連続体等のように」という場合の「等」という語によって集合
体等(281)[も]包含される。連続体は，連続体を構成する諸々のものと同じものとしてあるいは
異なるものとして表現することはできないので，プドガラ (pudgala)と同じく [それ自身の]固

こと。
(275) Cf. Cox[1995: 144]: “The activity of the stream is accepted, ...”
(276) ここでの「何らかの連続体」という表現によっては，存在要素とは別個の実体的なものとして存在するような

連続体が意図されていると考えられる。
(277) この箇所の訳等については，Cox[1995: 144 with n.47]も参照のこと。また AKBhT.における平行箇所 (AKBhT.

D140a5f.; P276b2;秋本 [1995: 184,4f.])の訳等については，秋本 [1995: 178]を参照のこと。
(278) チベット訳では，TS 1806cに対応する訳 (byed pa rgyun la sogs pa bzhin //)が第 1 pādaと第 4 pādaで繰り返さ

れており，全体として 5 pādaで構成されている。
(279) Cf. 太田 [1979: 58]:「またそれ [「作用」]は [概念的なものであるから，前にも後にも]実際に存在しない。従っ

て，それによって設定される三世の区分も真実なものとはならない。」
(280) TS 1806–1807の訳については，秋本 [2002: 30f.]も参照のこと。
(281) ディグナーガに帰せられる『取因假設論』(Taisho 1622, vol. 31, 885a25–887c20)によると，仮に立てられたも

の (仮設, prajñapti)として「集合体 (samūha)」「連続体 (sam. tāna)」「特定の状態 (avasthāviśes.a)」の三種のもの
があるとされる。(『取因假設論』885a28–b14)同書では，集合体の例として人間の身体が，連続体の例として
人間の生涯が，特定の状態の例として事物の生起・存続・消滅といった段階や無常性・眼に見えること等の特
徴が挙げられている。(北川 [1965: 432],桂 [2002: 270f.]) また桂 [2002: 270f.]が指摘する通り，ダルマキール
ティがアポーハ論の文脈においてこのディグナーガの説に言及し，解説している。(PVSV 68,6–69,8) PVSVの
当該箇所については，Vetter[1964: 110–112]の解説と独訳を参照のこと。
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有の性質をもたない (nih. svabhāva)(282)。それと同様に，作用もまた [それ自身の] 固有の性質
をもたないことになるであろう。というのも，もし [作用にそれ自身の]固有の性質 (svabhāva)

が存在する場合，[そのような作用は]必ず [存在要素と]同じか異なるかのいずれかでなければ
ならないからである(283)。(TSP ad TS 1806)

それ故また，「それ」すなわち作用は構想されたものであるから，ちょうど連続体のように，
いかなる結果 [の生起] に対しても寄与することはありえない。というのも，構想された連続
体による寄与はいかなる結果 [の生起]に対してもないからである。なぜなら，それ (＝構想さ
れた連続体)は [それ自身の]固有の性質をもっていないからであり，結果の生起は [原因自身
の] 固有の性質によって制限されているからである(284)。それ故，連続体を構成するものそれ
自体であるところの実在のみが，効果的作用をなす能力をもつのであって，構想された連続体
が [効果的作用をなす能力をもつことは]ない。(TSP ad TS 1807)

それ故また，作用は仮に立てられた存在 (prajñaptisat,施設有)であるから，以前と同様以後
にも，[作用が] 勝義のレベルで現前することはない(285)。従って，それ (＝作用) による三世
[それぞれ] の確立もまた構想されたものにすぎず，真に実在するものではありえない。(TSP

ad TS 1808)

(282) AKBhT.における平行箇所 (AKBhT. D140a6f.; P276b3f.; 秋本 [1995: 184,7–9])の訳等については，秋本 [1995:
178]を参照のこと。

(283) AKBhT.における平行箇所 (AKBhT. D140a7; P276b4; 秋本 [1995: 184,9])の訳等については，秋本 [1995: 178]
を参照のこと。

(284) TS 1822, 1828, 1837, 1838に現れる niyata-あるいは niyamaという表現との関連から，このように訳出した。
Cf. Schayer[1938: 47]: “because the production of effects is intimately bound with the svabhāva.” またチベット
訳でも，’bras bu skye ba ni rang bzhin dang ’brel ba’i phyir ro // (結果の生起は [原因の]固有の性質と結びつい
ているから)と訳されている。

(285) AKBhT.における平行箇所 (AKBhT. D140a7; P276b4f.; 秋本 [1995: 184,10f.]) の訳等については，秋本 [1995:
178]を参照のこと。
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ŚV Mı̄mām. sāślokavārttika (Kumārila): R. Tailanga (ed.), The Mı̄mām. sā-
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HBT. Ā Hetubindut. ı̄kāloka (Durvekamiśra): S. Sanghavi and Jinavijayaji (ed.),
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A Critical Edition and an Annotated Japanese Translation of the
21st Chapter (Traikālyaparı̄ks.ā) of the Tattvasam. graha and

Tattvasam. grahapañjikā thereon (kk. 1785–1808)

Summary

This article is a critical edition and an annotated Japanese translation of the first half (kk.

1785–1808) of the 21st chapter (Traikālyaparı̄ks. ā) of the Tattvasam. graha (TS) and Tattvasam. -

grahapañjikā (TSP) thereon. The portion that I edit and translate here contains the following

subjects and topics: (1) the Sarvāstivādins’ doctrine that the intrinsic nature (svabhāva) of a

factor (dharma) exists as a real entity (dravya) in the three time periods (the past, present and

future), even though the factor’s mode, characteristic, or phase changes (TS 1785–1786), which

is the so-called sarvāstivāda, (2) the six grounds for the sarvāstivāda (TS 1787–1789), (3) the

theory of activity (kāritra) asserted by the Sarvāstivādins and Sam. ghabhadra (that which occurs

when there is an activity is called ”[the thing at] the present time,” that which loses its activity is

called ”[the thing at] the past time,” and that which has not yet obtained its activity is called ”[the

thing at] the future time.”) (TS 1790–1792); and (4) the criticism of the theory from the position

of the Sautrāntikas (TS 1793–1808). According to Kamalaśı̄la, the 21st chapter of the TS was

written to justfy the term “asam. krānti” in TS 4, which qualifies the term pratyı̄tyasamutpāda, a

central teaching of Buddhism. In the 21st chapter of the TS and TSP, the sarvāstivāda is consid-

ered to be the same as the theory of sam. krānti and has been refuted as a dogma opposed to the

pratı̄tyasamutpāda by Śāntaraks.ita and Kamalaśı̄la.

The sarvāstivāda maintained by the four Vaibhās.ika masters (Dharmatrāta, Ghos.aka, Vasum-

itra, Buddhadeva) can be traced back to the *Mahāvibhās. āśāstra (ca. 2–3rd cent.). This tradi-

tion is also found in the Abhidharmakośabhās. ya (AKBh) and Abhidharmadı̄pavibhās. āprabhāvr
˚
tti

(ADV). Vasubandhu introduces the sarvāstivāda and its grounds by the four masters and criticizes

it in the fifth chapter of the AKBh. It is clear that the arguments in the TS and TSP presuppose

those in the AKBh, and we can find many parallel and similar passages between the two texts.

As Ejima [1986] rightly points out, we can assume that at least Kamalaśı̄la consults and uses the

Abhidharmakośabhās. yat. ı̄kā by Sthiramati (ca. 510–570). Through editing and translating the

21st chapter of the TS and TSP, I would also like to explore the relationships among texts such as

the TS, TSP, commentaries on the AKBh, ADV, and *Nyāyānusāraśāstra by Sam. ghabhadra.

＜キーワード＞　三世実有論,説一切有部，経量部，ヴァスバンドゥ，Abhidharmakośabhās. ya，
スティラマティ，作用,サンガバドラ，シャーンタラクシタ，カマラシーラ
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